
今月の主な内容
●市県民税・国保税申告のご案内
●市議会だより
●介護予防・日常生活支援
　　　　　総合事業について

 
・・・6～7

・・・・・・・・・・・・・・・・10～15

・・・・20～21

人のうごき
（28．1．1現在）

世帯数�10,211�－18
人　口�21,598�－22
 （男）� 10,145� －8
 （女）� 11,453�－14

12月中の
異動状況

出生� 9
死亡�28
転入�35
転出�38

前月比

写真：平成28年成人式
（関連記事9ページ）
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②

　
任
期
満
了
（
平
成

２７
年

１２
月

２５
日
）

に
伴
う
宿
毛
市
長
選
挙
は
、
昨
年

１１
月

２９
日
に
告
示
さ
れ
、
中
平
富

宏
氏
（
無
新

４７
）
と
岡
崎
匡
介
氏
（
無

新
６０
）
の
２
人
が
立
候
補
し
、
７
日

間
の
選
挙
戦
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

　
投
票
は
、

１２
月
６
日

（日）
７
時
か

ら
１８
時
ま
で
（
一
部
投
票
所
は

１６
時

ま
で
）
市
内

４６
カ
所
の
投
票
所
で
行

わ
れ
、
引
き
続
き

２０
時
か
ら
行
わ

れ
た
開
票
の
結
果
、
中
平
富
宏
氏

が
初
当
選
さ
れ
ま
し
た
。

　
中
平
市
長
は
、

１２
月

２８
日

（月）
、

市
役
所
玄
関
で
職
員
ら
の
拍
手
に

迎
え
ら
れ
、
初
登
庁
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
同
日

１０
時
か
ら
庁
議
を

開
き
、
幹
部
職
員
を
前
に
、「
先
頭

に
立
ち
、
職
員
と
と
も
に
一
丸
と

な
っ
て
宿
毛
市
政
発
展
の
た
め
に

全
力
で
取
り
組
む
」
と
あ
い
さ
つ
し
、

引
き
続
き
多
忙
な
公
務
に
取
り
掛

か
り
ま
し
た
。

先
頭
に
立
ち

職
員
と
一
丸
と
な
っ
て

市
政
発
展
の
た
め
に

取
り
組
む

西町地域振興住宅入居者募集部屋配置図

５０８ ５０７ ５０５

２０５

５０４ ５０３

４０３４０７

３０７

４０６

２号棟（北側）

５０２ ５０１

４０２

５階

４階

３階

２階

１階

階
　
　
　
　
段

階
　
　
　
　
段

階
　
　
　
　
段

階
　
　
　
　
段

（東） （西）

市
営
住
宅
入
居
者
募
集

募
集
団
地

・
二
ノ
宮
団
地
（
二
ノ
宮
）

　
１
戸
　
２
Ｄ
Ｋ

入
居
資
格
条
件
　
有

申
込
書
配
付
期
間

　
２
月
１
日

（月）
〜
２
月

１９
日

（金）

　
（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）

申
込
書
配
付
場
所

都
市
建
設
課
・
小
筑
紫
支
所
・

東
部
支
所

申
込
書
受
付
期
間

　
２
月
８
日

（月）
〜
２
月

１９
日

（金）

　
（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）

受
付
場
所
　
都
市
建
設
課

【
問
い
合
わ
せ
先
】

 
都
市
建
設
課
建
築
住
宅
係

　
蕁
６
３
―

１
１
２
０

西
町
地
域
振
興
住
宅
入
居
者
募
集

所
在
地
　
西
町
４
丁
目
２
番

２０
号

間
取
り

　
３
Ｄ
Ｋ
（
６
帖
×
２
、
４
帖
半
）

構
　
　
造
　

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
５
階
建

て
（
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
は
無
）

契
約
方
式
　
定
期
借
家
方
式

家
　
　
賃
　
３
０
、０
０
０
円

共
　

益
　

費
　
　
２
、０
０
０
円

駐
　

車
　

場
　
　
１
、０
０
０
円

敷
　
　
金
　
９
０
、０
０
０
円

入
居
資
格
条
件
　
有

申
込
書
配
付
場
所

都
市
建
設
課
・
小
筑
紫
支
所
・

東
部
支
所

受
付
期
間

随
時
受
付
（
土
・
日
・
祝
日
を
除

く
）

受
付
場
所
　
都
市
建
設
課

【
問
い
合
わ
せ
先
】

 
都
市
建
設
課
建
築
住
宅
係

　
蕁
６
３
―

１
１
２
０

情
報
コ
ー
ナ
ー

2月

如  月
February

新市長　中平富宏氏　初登庁



広報すくも  2016.2③

有料広告

ストレッチャー車を含め全５台体制で、
待ち時間短縮と、あらゆるお客様に対応
できるようにがんばっています！！

《宿毛市高砂　代表：古田豊年》

ヘアーメイト
　　ひまわり

ひまわり
　タクシー￥1，000～

宿毛駅構内に格安でホットな
サンパツ屋がオープン！

（カット、シェービング、カラー、パーマ、OK!!）

蕁090－2899－6655
A.M 8：00 ～ P.M 7：00

蕁6 5 － 0 0 0 5
　 090－4336－0099

副
市
長
が
決
ま
り
ま
し
た

　
平
成

２８
年
第
１
回
宿
毛
市
議
会

臨
時
会
に
お
い
て
、
安
澤
副
市
長

の
退
任
に
伴
い
不
在
で
あ
っ
た
副

市
長
に
、
岩
本
昌
彦
氏
の
就
任
が

同
意
さ
れ
ま
し
た
。
任
期
は
１
月

２０
日
か
ら
で
す
。

岩
本
昌
彦
氏
の
略
歴

同
志
社
大
学
卒
業
。
昭
和

６２
年

宿
毛
市
役
所
に
入
り
、
議
会
事

務
局
長
、
税
務
課
長
を
歴
任
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

 
企
画
課

 
蕁
６
３
―

１
１
１
８

高
知
県
立
宿
毛
高
等
学
校

第
１３
回
総
合
学
科
発
表
会

　
本
校
で
は
、
総
合
学
科
で
学
習

し
た
成
果
の
総
ま
と
め
と
し
て
、

毎
年
総
合
学
科
発
表
会
を
開
催
し

て
い
ま
す
。
た
く
さ
ん
の
地
域
の
方
々

に
生
徒
の
頑
張
り
を
見
て
い
た
だ

き
、
宿
毛
高
校
総
合
学
科
の
良
い

と
こ
ろ
を
知
っ
て
も
ら
え
る
よ
う

準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
入
場
は
無
料
で
す
の
で
、
ぜ
ひ

お
越
し
く
だ
さ
い
。

日
　
時

　
２
月

１９
日

（金）

　
１３
時

３０
分
〜

１５
時

場
　
所

 
宿
毛
市
総
合
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

【
問
い
合
わ
せ
先
】

 
高
知
県
立
宿
毛
高
等
学
校

 
蕁
６
３
―

２
１
６
４

宿
毛
市
か
ら
青
年
海
外
協
力

隊
が
派
遣
さ
れ
ま
す

　
全
国
か
ら
公
募
し
た
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
合
格
し
、
青
年

海
外
協
力
隊
と
し
て
エ
チ
オ
ピ
ア

に
派
遣
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
宿

毛
市
出
身
の
畑
中
智
泰
さ
ん
が
、

１２
月

１８
日
に
、
宿
毛
市
長
を
表
敬

訪
問
し
ま
し
た
。

　
畑
中
さ
ん
は
、

１０
年
以
上
現
場

で
培
っ
た
自
動
車
整
備
の
経
験
を

生
か
し
、
テ
ィ
グ
ラ
イ
州
マ
イ
チ

ョ
ウ
に
あ
る
職
業
訓
練
校
で
、
現

役
講
師
の
技
術
力
や
知
識
の
向
上

を
目
的
と
し
て
人
材
育
成
を
行
い

ま
す
。
「
活
動
を
通
じ
て
現
地
の
人

た
ち
と
互
い
の
文
化
や
価
値
観
の

違
い
に
触
れ
理
解
し
合
う
こ
と
に

よ
り
、
互
い
が
幅
広
い
視
野
で
物

事
を
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
な
る
き
っ
か
け
に
な
り
た
い
。
」

と
、
１
月
上
旬
の
出
発
に
向
け
て

抱
負
を
語
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
今
年
度
は
青
年
海
外
協

力
隊
の

５０
周
年
で
、
記
念
パ
ネ
ル

展
が
宿
毛
文
教
セ
ン
タ
ー
で
行
わ

れ
ま
す
。
高
知
県
出
身
者
の
活
動

写
真
や
、青
年
海
外
協
力
隊
の
歴
史

な
ど
を
展
示
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ

こ
の
機
会
に
ご
覧
く
だ
さ
い
。

開
催
日

　
３
月
７
日

（月）
〜

２３
日

（水）

時
　
間

　
８
時

３０
分
〜

１７
時

場
　
所

　
宿
毛
文
教
セ
ン
タ
ー
ホ
ワ
イ
エ

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
四
国
高
知
デ
ス
ク

　
蕁
０
８
８
―

８
７
５
―

０
０
２
２ 畑中智泰さん

副市長
岩本昌彦 氏

第14回　梓 立 祭

【問い合わせ先】企画課　蕁６３―１１１８

　宿毛市では、梓会と共催で早稲田大学建学の母・

小野梓先生を顕彰するとともに、青少年の健全

育成などを目指して梓立祭を毎年開催しています。

　当日は、児童・生徒の作文発表と、早稲田大

学からの表彰状の授与ならびに公益財団法人坂

本報效会・株式会社小松製作所からの記念品の

贈呈が行われ、記念講演も予定しています。皆

さんお誘い合わせの上、ぜひご来場ください。

日　時　２月２７日（土）　１５：００～

場　所　宿毛文教センター

内　容

　・小中学校の児童・生徒による発表

　・式典、賞状授与など

　・記念講演



④

ご冥福をお祈りします

平田町黒川

西町1丁目

片島

平田町戸内

山奈町山田

黒石　英利

谷闢　善雄

眞鍋　　薫

松岡　富代

都築イナコ

87

79

91

91

69

（平成27年12月受付分）
住　所 氏　名 享 年

お誕生おめでとう
（平成27年12月受付分）

押ノ川

小筑紫町小浦

山奈町山田

長尾　玲音

尾闢　千朔

金子　朔音

和義

寿

誠

住　所 赤ちゃん 保護者

※
本
コ
ー
ナ
ー
は
、
家
族
な
ど
か
ら

の
申
し
込
み
に
よ
り
掲
載
し
て
い

ま
す
。（
敬
称
略
）

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
市
民
課

　
蕁
６
３
―

１
１
１
２

れんながお

かずさおさき

さくとかねこ

今
月
の
1
日
行
政
相
談
所

日
　
時

　
２
月

１６
日

（火）
 

１３
時
〜

１５
時

場
　
所

　
宿
毛
文
教
セ
ン
タ
ー
会
議
室
３

宿
毛
市
行
政
相
談
委
員

　
三
本
義
男

　
蕁
６
３
―

１
８
０
０

　
山
岡
ま
ゆ
み

　
蕁
６
３
―

１
４
６
８

※
相
談
は
各
委
員
の
自
宅
や
電
話

で
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
総
務
課

　
蕁
６
３
―

０
９
４
８

小
学
生
が
ス
ポ
ー
ツ
で
活
躍

　
平
成

２７
年

１２
月
６
日
に
南
国
市

で
開
催
さ
れ
た
第

１１
回
高
知
り
ょ

う
ま
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
杯
（
柔
道
）

に
お
い
て
、
宿
毛
市
の
小
学
生
が

活
躍
さ
れ
た
の
で
ご
紹
介
し
ま
す
。

優
　
勝

・
男
子
小
学
６
年

５０
㎏
級

　
柴
岡
　
知
聖
（
宿
毛
小
６
年
）

・
女
子
小
学
５
年

４０
㎏
超
級

　
宮
地
　
杏
佳
（
小
筑
紫
小
５
年
）

　
選
手
の
さ
ら
な
る
活
躍
を
期
待

し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
生
涯
学
習
課

　
蕁
６
６
―

１
４
６
７

本
と
あ
そ
ぼ
う
！！
お
は
な
し

隊
　

ｉｎ
　

Ｓ
Ｕ
Ｋ
Ｕ
Ｍ
Ｏ

開
催
日
　
２
月

１３
日

（土）
　

■
１０
時
〜
１４
時
（
※
雨
天
中
止
）

・
ヂ
ン
ダ
☆
ト
ロ
ピ
カ
リ
ア
と
一

緒
に
『
パ
レ
ー
ド
し
よ
う
ぜ
♪
』

・
ス
ト
ラ
イ
ダ
ー
で
あ
そ
ぼ
う
☆

　（
対
象
年
齢
５
歳
ま
で
・
持
ち
込

み
Ｏ
Ｋ
）

・
飲
食
店

・
ハ
ン
ド
メ
イ
ド
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ

ト
な
ど

※
出
店
者
募
集
中
！

場
　
所

　
フ
ジ
宿
毛
店
（
西
側
駐
車
場
）

※
ス
ト
ラ
イ
ダ
ー
は
東
側
駐
車
場

■
１４
時
３０
分
〜
１５
時
３５
分

（
※
雨
天
決
行
）

・
講
談
社
の
全
国
訪
問
お
は
な
し

隊
『
キ
ャ
ラ
バ
ン
カ
ー
』
　

場
　
所

　
フ
ジ
宿
毛
店
（
東
側
駐
車
場
）

イ
ベ
ン
ト
詳
細
は
ブ
ロ

グ
で
更
新
し
て
い
き
ま

す
。

主
　
催

　
Ｗ
ｏ
ｒ
ｌ
ｄ
　
Ｓ
ｍ
ｉ
ｌ
ｅ

協
　
賛
　
フ
ジ
宿
毛
店

後
　
援
　
福
祉
事
務
所

【
出
店
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
】

　
Ｗ
ｏ
ｒ
ｌ
ｄ
 

Ｓ
ｍ
ｉ
ｌ
ｅ
　
原

　
｜■■　
０
９
０
―

５
９
１
０
―

０
９
８
９

第
３０
回
幡
多
ふ
れ
あ
い
医
療

公
開
講
座

日
　
時

　
２
月

１４
日

（日）

 
１３
時

３０
分
〜
（

１３
時
開
場
）

場
　
所

 
土
佐
清
水
市
立
中
央
公
民
館

内
　
容

『
う
つ
病
に
つ
い
て
』

 
渡
川
病
院
精
神
科
医

 
吉
本
啓
一
郎

『
正
し
く
知
ろ
う
血
圧
の
話
』
　

 
森
下
病
院
内
科
長

 
森
　
純
人

参
加
費

無
料
（
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま

す
。）

主
　
催
　
幡
多
け
ん
み
ん
病
院

後
　
援

四
万
十
市
・
宿
毛
市
・
土
佐
清

水
市
・
黒
潮
町
・
大
月
町
・
三

原
村
・
幡
多
福
祉
保
健
所
・
幡

多
医
師
会
・
高
知
新
聞
社
・
Ｒ

Ｋ
Ｃ
高
知
放
送

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
幡
多
け
ん
み
ん
病
院

　
蕁
６
６
―

２
２
２
２

「
障
害
者
雇
用
納
付
金
制
度
」

説
明
会
を
開
催
し
ま
す

　
常
時
雇
用
し
て
い
る
労
働
者
数

が
１
０
０
人
を
超
え
る
事
業
主
に
は
、

障
害
者
雇
用
納
付
金
の
申
告
義
務

が
あ
り
ま
す
。
申
告
手
続
き
に
つ

い
て
、
説
明
会
を
実
施
し
ま
す
の

で
、
事
前
に
申
し
込
み
の
上
、
参
加

を
お
願
い
し
ま
す
。

日
　
時

　
２
月

２６
日

（金）
　

１３
時

３０
分
〜

１６
時

場
　
所

　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
四
万
十
内

【
問
い
合
わ
せ
先
】

独
立
行
政
法
人
高
齢
・
障
害
・

求
職
者
雇
用
支
援
機
構
高
知
支

部
高
齢
・
障
害
者
業
務
課

 
蕁
０
８
８
―

８
３
７
―

１
１
６
０



広報すくも  2016.2⑤

心の健康相談のお知らせ

【相談窓口】
　宿毛市保健介護課 健康指導係
　蕁６３－１１１３
　幡多福祉保健所 健康障害課 精神保健福祉担当
　蕁０８８０－３４－５１２４（直通）　
　蕁０８８０－３５－５９７９
　お酒の悩みごと相談　蕁０９０－１１７３－４６７２

保健師による電話相談・面接相談は随時お受けしています。保
健所では、相談される内容によって、精神科嘱託医の相談も行
っています。

住まいの耐震対策をお考えの方はご
相談ください。
対象住宅：昭和５６年５月３１日以

前の基準で建築した住宅

木造住宅の耐震診断が
　　　無料でできます！！

【問い合わせ先】　危機管理課　蕁６３－０９５１

　宿毛市では、国民健康保険加入者の皆さんに、１年間に６回（２カ月毎）、世帯毎に「医療費通知」をお
届けしています。
この医療費通知は、
①受診年月・医療機関名・日数などの受診状況に誤りがないか確認していただく
②病気やケガの予防策など、ご自身の健康の振り返りの機会としていただく
③国民健康保険制度における医療費負担の仕組み（※）などについて理解を深めていただく
を、主な理由として送付しています。

※医療費負担の仕組み
　通常、受診時に医療機関の窓口でお支払いいただく
自己負担額は、総医療費の１割から３割です。その一
方で、残りの９割から７割の医療費は、国民健康保険
加入者の皆さんに納付いただいた国民健康保険税と国・
県からの交付金などを財源として各医療機関へ支払っ
ています。

【問い合わせ先】　市民課保険係　蕁６３－１１１２

　　　　　　　判断能力の低下した方の権利を擁護していくための成年後見のご相談や、

　　　　　　　障がいを持たれた方々やそのご家族からのご相談を受け、支援していきます。

主に以下の相談業務を行っています。

・一般相談（宿毛市障害者相談支援事業受託）　

・計画相談「計画作成　モニタリング」

・地域相談「地域移行支援　地域定着支援」

・障害児相談

・法人後見　など

特定非営利活動法人　
「幡多ウェルフェアネット」

障害者総合支援法指定相談支援事業所

はた相談支援センターねっと

はた相談支援センターねっと

蕁63－9900

お気軽にご相談ください。お気軽にご相談ください。

薨６３－９９２２　　hata-soudan@salsa.ocn.ne.jp
所　長：三好琴善　　相談員：宮闢留美

※当事業所では、相談
支援専門員を募集し
ています。ご希望の
方はご連絡ください。

宿毛文教センター

ヤマガタ
フードセンター

はた相談支援センターねっと

大井田病院

〒７８８－０００１　
宿毛市中央３丁目２番１５号
月～金曜日　９：００～１７：００

医療費通知の内容を参
考に、医療費負担の仕
組みに理解を深めてい
ただき、国民健康保険
の健全な運営にご協力
をお願いします。

国民健康保険医療費のお知らせ国民健康保険医療費のお知らせ
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平
成

２８
年
度
の
市
県
民
税
・
国

保
税
の
申
告
時
期
に
な
り
ま
し
た
。

　
申
告
は
適
正
な
課
税
の
た
め
の

大
切
な
手
続
き
で
す
。
忘
れ
ず
に

必
ず
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

　
申
告
書
は
、
申
告
相
談
会
場
に

持
参
し
て
く
だ
さ
い
。
郵
送
ま
た

は
税
務
課
窓
口
で
も
提
出
で
き
ま

す
が
、
計
算
方
法
や
記
入
方
法
が

分
か
ら
な
い
場
合
は
、
必
ず
申
告

相
談
会
場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　
申
告
用
紙
は
、
前
年
の
状
況
な

ど
に
よ
り
、
申
告
が
必
要
と
思
わ

れ
る
方
に
事
前
に
お
送
り
す
る
予

定
で
す
が
、
も
し
届
い
て
い
な
い

場
合
で
も
、
必
ず
し
も
申
告
が
不

要
と
は
限
り
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意

く
だ
さ
い
。
申
告
用
紙
が
必
要
な

方
は
、
税
務
課
窓
口
お
よ
び
申
告

相
談
会
場
で
交
付
し
ま
す
。

　
申
告
用
紙
と
併
せ
て
配
布
す
る

「
申
告
の
手
引
き
」
を
参
考
に
ご
自

分
で
記
入
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　
申
告
相
談
は
、
２
月

１５
日

（月）
か

ら
地
区
別
に
７
ペ
ー
ジ
に
記
載
の

相
談
会
場
で
行
い
ま
す
の
で
、
申
告

に
必
要
な
次
の
書
類
な
ど
を
ご
持

参
の
上
、会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
当
会
場
で
は
確
定
申
告

（
青
色
申
告
を
除
く
）
の
相
談
も
受

付
け
て
い
ま
す
が
、
複
雑
な
内
容

の
場
合
は
お
断
り
す
る
場
合
も
あ

り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
例
年
相
談
会
場
が
大
変

混
雑
し
、
お
待
た
せ
し
て
い
ま
す
。

ご
自
分
で
記
入
で
き
る
と
こ
ろ
は

記
入
し
、
収
支
内
訳
の
各
項
目
の

集
計
や
各
種
控
除
の
計
算
は
、
あ

ら
か
じ
め
ご
自
分
で
済
ま
せ
て
お

い
て
く
だ
さ
い
。

●
申
告
時
に
持
参
す
る
も
の

☆
所
得
金
額
算
出
に
必
要
な
も
の

収
入
金
額
、
必
要
経
費
な
ど
の

分
か
る
も
の

☆
所
得
控
除
額
算
出
に
必
要
な
も

　
の社

会
保
険
料
支
払
額
の
分
か
る

も
の
、
生
命
保
険
料
・
地
震
保

険
料
控
除
証
明
書
（
平
成

１８
年
末

ま
で
に
契
約
し
た
長
期
損
害
保

険
料
分
も
可
）
、
医
療
費
控
除
用

の
領
収
書
、
国
民
年
金
保
険
料

控
除
証
明
書
（
社
会
保
険
庁
か
ら

届
き
ま
す
）
、
障
害
者
控
除
対
象

者
認
定
書
（
福
祉
事
務
所
で
交
付

し
ま
す
）
な
ど

☆
印
　
鑑

●
次
の
方
は
ご
注
意
く
だ
さ
い

☆
農
業
所
得
の
あ
る
方
は
…

収
支
計
算
が
原
則
と
な
り
、
ご

自
分
で
計
算
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
収
入
金
額
に
関
し
て
は
、

販
売
金
額
、
農
作
物
の
収
穫
量
、

自
家
消
費
分
な
ど
を
、
必
要
経

費
に
関
し
て
は
農
業
用
に
係
る

各
種
領
収
書
な
ど
を
分
か
る
よ

う
に
ま
と
め
て
お
い
て
く
だ
さ

い
。

☆
国
保
に
加
入
さ
れ
て
い
る
方
は
…

申
告
書
の
提
出
が
な
い
場
合
、
一

定
基
準
以
下
の
所
得
金
額
の
世
帯

に
該
当
し
た
場
合
適
用
さ
れ
る
国

保
税
の
軽
減
措
置
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
次
の
①
、

②
に
該
当
し
な
い
方
は
、
所
得
の

有
無
に
関
係
な
く
申
告
し
て
く
だ

さ
い
。

●
次
の
方
は
申
告
が
不
要
で
す

①
税
務
署
へ
平
成

２７
年
分
の
所
得

税
の
確
定
申
告
書
を
提
出
さ
れ

る
方

②
給
与
所
得
の
み
で
、
ほ
か
に
所

得
が
な
く
勤
務
先
で
年
末
調
整

が
済
ん
で
い
る
方

※
税
務
署
で
申
告
が
不
要
と
言
わ

れ
た
方
（
「
所
得
税
が
か
か
ら
な

い
」
や
「
公
的
年
金
収
入
４
０
０

万
円
以
下
で
他
の
所
得

２０
万
円

以
下
の
た
め
」）
は
、
市
県
民
税
・

国
保
税
の
申
告
が
必
要
で
す
。

ま
た
、
②
の
場
合
で
も
、
医
療

費
控
除
を
追
加
し
た
い
な
ど
、

申
告
し
た
方
が
い
い
場
合
も
あ

り
ま
す
。
ご
不
明
な
場
合
は
気

軽
に
申
告
相
談
会
へ
お
越
し
く

だ
さ
い
。

●
そ
の
他
注
意
事
項

　
７
ペ
ー
ジ
の
表
の
日
程
で
ご
都

合
の
悪
い
方
は
、
対
象
地
区
の
異

な
る
会
場
や
日
程
で
も
申
告
を
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
こ
の
申
告
相
談
期
間
中
、

市
役
所
税
務
課
窓
口
で
は
、
申
告

相
談
は
受
け
付
け
て
い
ま
せ
ん
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
（
申
告
書
の
提

出
の
み
受
け
付
け
て
い
ま
す
）
。
ご

相
談
は
、
必
ず
各
相
談
会
場
で
お

願
い
し
ま
す
。

●
障
害
者
控
除
対
象
者
認
定
書
の

交
付
に
つ
い
て

　
６５
歳
以
上
で
障
害
者
手
帳
の
交

付
を
受
け
て
い
な
い
方
で
も
、
宿

毛
市
の
要
介
護
認
定
を
受
け
て
い

る
場
合
、
一
定
の
基
準
を
満
た
せ

ば
「
障
害
者
に
準
ず
る
者
」
と
し

て
、
所
得
税
・
住
民
税
上
の
障
害

者
控
除
の
対
象
と
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

対
象
者

満
６５
歳
以
上
で
宿
毛
市
の
要
介

護
認
定
を
受
け
て
お
り
、
身
体

障
害
者
（
１
〜
６
級
）
に
準
ず
る

と
福
祉
事
務
所
長
が
認
め
る
者

・
身
体
障
害
者
（
３
〜
６
級
）
に
準

ず
る
者

障
害
者
控
除
（
控
除
額
…
所
得
税

２７
万
円
、
住
民
税

２６
万
円
）

・
身
体
障
害
者
（
１
〜
２
級
）
に
準

ず
る
者

特
別
障
害
者
控
除
（
控
除
額
…

所
得
税

４０
万
円
、
住
民
税

３０
万

円
）

申
請
方
法

宿
毛
市
役
所
内
の
福
祉
事
務
所

の
窓
口
で
申
請
を
し
て
く
だ
さ

い
。

な
お
、
す
で
に
身
体
障
害
者
手

帳
な
ど
で
障
害
者
控
除
を
受
け

ら
れ
て
い
る
方
お
よ
び
申
告
す

る
方
が
非
課
税
の
場
合
は
、
申

請
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

詳
細
に
つ
い
て
は
、
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
税
務
課
住
民
税
係

　
蕁
６
３
―

１
２
０
４

障
害
者
控
除
対
象
者
認
定
書
の

交
付
に
つ
い
て

福
祉
事
務
所
高
齢
者
・
障
害
福
祉
係

　
蕁
６
３
―

１
１
１
４

市
県
民
税

国
保
税

申
告
の
ご
案
内

申
告
書
の
提
出
期
限
は

3
月
1５
日

（火）
で
す
。
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対 　　　象 　　　地　 　　区

坂本・奥下藤・神有・奥奈路

橋上・京法・還住藪・平野・楠山・出井

長尾・手代岡

竹石・小島・天神

竹部・馬場住・土居ノ内

東下組・西下組・中組・靴抜・道ノ川、【芳奈地区】

中山・寺山・寺尾・徳師・岡松

森・車岡・師高瀬・西天神・中町

清水・北川・沖前・貝礎・県営住宅

【黒川地区】西～東須賀・橋田・下～上駄場・奥黒川【東平】

大島

片島

貝塚・駅前町・駅東町

新田・沖新田・錦・四季の丘

西町

自由ヶ丘・樺・樺住宅・藻津

大深浦・小深浦・港南台

高砂・西片島

宇須々木・池島・新港

舟ノ川・石原・小三原・福良

栄喜

大海・田ノ浦

小筑紫・小浦・湊

内外ノ浦・呼崎

伊与野

鵜来島

弘瀬

母島・古屋野・長浜・久保浦

休日申告受付日

中央1～8丁目・南沖須賀・宿毛（新田・沖新田除く）

桜町・松田町・萩原

与市明・長田町・幸町

押ノ川

野地・小川・草木薮・山北

和田・正和・平井

中角・高石・長野

二ノ宮・二ノ宮住宅

休日申告受付日

さくらが丘

坂ノ下・都賀川

予備日

予備日　※上記の日程で都合がつかない方のみ

時　　　間

午前9：00～12：00

午後1：00～04：00

午前9：00～12：00

午後1：00～04：00

午前9：00～12：00

午後1：00～04：00

午前9：00～12：00

午後1：00～04：00

午前9：00～12：00

午後1：00～04：00

午前9：00～12：00

午後1：00～04：00

午前9：00～12：00

午後1：00～04：00

午前9：00～12：00

午後1：00～04：00

午前9：00～12：00

午後1：00～04：00

午前9：00～12：00

午後1：00～04：00

午前9：00～12：00

午後1：00～04：00

午前9：00～12：00

午後1：00～04：00

午前9：00～12：00

午後1：00～04：00

午前9：00～12：00

午後1：00～04：00

午前9：00～12：00

午前9：00～11：30

午後1：00～03：00

午前9：00～12：00

午後1：00～04：00

午前9：00～12：00

午後1：00～04：00

午前9：00～12：00

午後1：00～04：00

午前9：00～12：00

午後1：00～04：00

午前9：00～12：00

午後1：00～04：00

午前9：00～12：00

午後1：00～04：00

午前9：00～12：00

午後1：00～04：00

午前9：00～12：00

午後1：00～04：00

午前9：00～12：00

午後1：00～04：00

午前9：00～12：00

午後1：00～04：00

曜

月

火

水

木

金

月

火

水

木

金

月

火

水

木

金

日

月

火

水

木

金

日

月

火

水

月　日

2月15日

2月16日

2月17日

2月18日

2月19日

2月22日

2月23日

2月24日

2月25日

2月26日

2月29日

3月01日

3月02日

3月03日

3月04日

3月06日

3月07日

3月08日

3月09日

3月10日

3月11日

3月13日

3月14日

3月15日

3月16日

会　　　場

宿毛文教センター
2階　会議室1
蕁63－2618

小筑紫基幹集落センター
1階　研修室

（旧小筑紫支所）

大島公民館
蕁65－8452

高知はた農協
宿毛東出張所
蕁66－0341

鵜来島離島センター

平
田
町

山
奈
町

小
筑
紫
町

沖
の
島
町

橋
上
町

宿毛市総合
社会福祉センター
2階　視聴覚室
蕁65－7665

片島公民館
蕁65－8270

東部農村環境
改善センター

神有多目的集会所

すくも湾漁協弘瀬出張所
蕁69－1301

沖の島支所
蕁69－1001

平成28年度 市・県民税、国保税申告相談日程表市・県民税、国保税申告相談日程表市・県民税、国保税申告相談日程表
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（単位：μＳｖ／ｈ（マイクロシーベルト／毎時））

〈データ出典〉福島県災害対策本部（暫定値）

福島市 会津若松市 いわき市

０．０４

２．７４
１．０４
０．６３
０．６９
０．４６
０．３３
０．２０

０．２４
０．１３
０．１０
０．１０
０．０７
０．０７
０．０６

０．６６
０．１８
０．１７
０．１０
０．０９
０．０９
０．０７

震 災 前
平 常 時

９月
平成２４年３月

９月
平成２５年３月

９月
平成２７年９月

０．０４
～０．０５

０．０５
～０．０６

平成２３年４月

東北被災地に関する情報
　東日本大震災から４年半余りが経過した今も、岩手・宮城・福島

県に対する風評被害が少なからず残っているとの情報があるため、

全国の自治体で、連携して被災地の情報を正確にお伝えしています。

○空間放射線量

　福島県内の空間放射線量は、平成２３年４月時点に比べ、大幅に

減少してきています。

赤い羽根共同募金
ご 協 力 の お 願 い

　こうち被害者支援センターは、事

件や事故、犯罪の被害に遭われた方

やそのご家族を支援する団体で、平

成２７年は４５７件の相談支援活動

を行いました。必要な活動資金のた

めに、あたたかいご支援をいただけ

ますよう、よろしくお願いします。

市役所の正面玄関に募金箱を置いて

います。

高知県公安委員会指定
指定犯罪被害者等早期援助団体
認定ＮＰＯ法人こうち被害者支援センター
蕁０８８－８５４－７５１１（事務局）

２月は「北方領土返還運動全国強調月間」

北方領土返還要求運動高知県民会議
〒７８０－０８７０
高知市本町１－６－２４　高知商工会議所内
蕁０８８－８７５－１１７０　

✉ soumu@cciweb.or.jp 

2月7日は「北方領土の日」

重 ね る 対 話 　 つ な げ る 熱 意 で 　 四 島 返 還

北方領土
イメージキャラクター
えりかちゃん

１
対
１
の
出
会
い
を
サ
ポ
ー
ト

　
高
知
県
で
は
、
結
婚
を
希
望
す

る
２０
歳
以
上
の
独
身
の
方
を
対
象

に
、
会
員
制
の
専
用
シ
ス
テ
ム
「
高

知
で
恋
し
よ
！！
マ
ッ
チ
ン
グ
」
を

利
用
し
て
１
対
１
の
出
会
い
を
サ

ポ
ー
ト
す
る
「
こ
う
ち
出
会
い
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
」（
高
知
市
駅
前

町
）
を
開
設
し
ま
し
た
。
詳
し
く
は

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

利
用
の
流
れ

結
婚
を
希
望
す
る
独
身
男
女
が

「
高
知
で
恋
し
よ
！！
マ
ッ
チ
ン
グ
」

に
自
身
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
を
登

録
し
、
希
望
す
る
相
手
情
報
を

検
索
・
閲
覧
し
て
、
お
会
い
し

た
い
方
を
探
し
ま
す
。
そ
の
後
、

セ
ン
タ
ー
が
個
別
に
調
整
を
行

い
、
１
対
１
の
出
会
い
を
サ
ポ

ー
ト
し
ま
す
。

会
員
条
件

・
結
婚
を
誠
実
に
希
望
し
、
自
ら

努
力
す
る

２０
歳
以
上
の
独
身
男

女
・「
高
知
で
恋
し
よ
！！
マ
ッ
チ
ン
グ
」

を
利
用
で
き
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
環
境
が
あ
る
方

・
県
外
在
住
の
方
も
登
録
可

費
　
用

・
入
会
登
録
料
（
２
年
間
有
効
）

　
１
０
、０
０
０
円

※
退
会
時
に
返
金
は
あ
り
ま
せ
ん
。

・
引
き
合
わ
せ
時

　
１
回
に
つ
き
１
人
２
、０
０
０
円

※
茶
菓
子
代
、
サ
ポ
ー
タ
ー
（
立
会

人
）
の
交
通
費

高
知
で
恋
し
よ
！！
マ
ッ
チ
ン
グ

http://w
w

w
.koishiyo.pref.koc

　hi.lg.jp/m
atching/

【
問
い
合
わ
せ
先
】

こ
う
ち
出
会
い
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー

　
蕁
０
８
８
―

８
２
１
―

８
０
８
１

　
平
成

２７
年
分
所
得
税
確
定
申
告

の
税
務
署
に
お
け
る
申
告
相
談
お

よ
び
確
定
申
告
書
の
受
付
期
間
は
、

２
月

１６
日

（火）
か
ら
３
月

１５
日

（火）
（
土
・

日
・
祝
日
を
除
く
）
ま
で
で
、
受
付

時
間
は
８
時

３０
分
〜

１６
時
ま
で
で

す
。

　
確
定
申
告
書
は
、郵
送
ま
た
は
税

務
署
の
時
間
外
収
受
箱
に
投
か
ん
す

る
こ
と
な
ど
に
よ
り
提
出
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。ま
た
、国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ（http://w
w

w
.nta.go.jp

）の「
確

定
申
告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」を
利
用

し
てｅ
―

Ｔ
ａ
ｘ
に
送
信
す
る
こ
と
も
で

き
ま
す
。

ｅ
I
Ｔ
ａ
ｘ
を
利
用
し
て
早
期
還
付

を
！！

　
ｅ
―

Ｔ
ａ
ｘ
を
利
用
し
て
提
出
さ
れ

た
所
得
税
、
個
人
事
業
者
の
消
費

税
（
地
方
消
費
税
を
含
む
）
の
還
付

申
告
書
は
、
早
期
処
理
し
て
い
ま

す
（
３
週
間
程
度
に
短
縮
）
。

　
な
お
、
入
力
漏
れ
な
ど
が
あ
る

と
、
還
付
処
理
に
日
数
が
か
か
る

場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

 
中
村
税
務
署

　
蕁
０
８
８
０
―

３
５
―

２
１
３
５

確
定
申
告

の
ご
案
内

所
得
税
の
確
定
申
告
と
納
税

は
、
３
月
１５
日

（火）
ま
で
で
す
。
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１
月
３
日
（日）
、
宿
毛
文
教
セ
ン

タ
ー
に
お
い
て
「
平
成
２８
年
宿
毛

市
成
人
式
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
今
年
、
宿
毛
市
で
は
２
５
０
人

が
成
人
を
迎
え
、
男
性
１
２
３
人
、

女
性
８５
人
の
計
２
０
８
人
が
式
典

に
出
席
し
ま
し
た
。

　
式
典
で
は
、
ま
ず
、
中
平
富
宏

市
長
の
式
辞
に
よ
り
「
皆
さ
ん
は

こ
の
２０
年
間
、
さ
ま
ざ
ま
な
喜
び

や
哀
し
み
を
体
験
し
、
ま
た
そ
れ

ぞ
れ
の
節
目
に
難
題
を
乗
り
越
え

て
、
自
信
を
深
め
る
こ
と
が
で
き

た
の
も
、
皆
さ
ん
の
努
力
と
才
能

に
よ
る
も
の
で
す
が
、
家
族
の
愛

情
や
友
人
の
支
え
が
あ
っ
た
こ
と

も
忘
れ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の

方
た
ち
に
感
謝
の
気
持
ち
を
伝
え
、

こ
れ
か
ら
も
家
族
や
友
人
、
そ
し
て
、

人
と
人
と
の
出
会
い
を
大
切
に
し
て
、

社
会
人
と
し
て
の
自
覚
と
責
任
の

あ
る
行
動
を
し
て
く
だ
さ
い
。
多

く
の
人
と
の
出
会
い
の
中
で
さ
ま

ざ
ま
な
こ
と
を
学
び
、
視
野
を
広
げ
、

自
分
を
磨
き
、
道
徳
心
、
倫
理
観

あ
ふ
れ
る
良
識
を
持
っ
た
社
会
人

に
な
っ
て
も
ら
い
一
人
で
も
多
く

の
方
に
私
た
ち
と
一
緒
に
「
ふ
る

さ
と
宿
毛
」
の
将
来
を
背
負
っ
て

立
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
を
期
待
し

て
お
り
ま
す
。
」
な
ど
と
、
新
成
人

の
輝
か
し
い
前
途
を
祝
福
し
ま
し

た
。

　
続
い
て
、
新
成
人
を
代
表
し
て

小
島
里
沙
さ
ん
が
記
念
品
の
贈
呈

を
受
け
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
岡
闢
利
久
議
長
か
ら

は
「
成
人
と
し
て
の
自
覚
と
責
任

を
持
っ
て
、
自
分
に
恥
じ
る
こ
と

の
な
い
行
動
を
し
て
い
た
だ
き
、

自
分
を
信
じ
て
努
力
を
積
み
重
ね

る
こ
と
で
一
人
の
人
間
と
し
て
自

立
し
て
い
く
こ
と
の
手
ご
た
え
が

見
つ
か
る
も
の
と
確
信
し
て
い
ま
す
」

と
祝
辞
を
い
た
だ
い
た
後
、
新
成

人
を
代
表
し
て
森
意
さ
ん
が
「
成

人
を
迎
え
た
こ
と
で
私
た
ち
の
行

動
に
責
任
を
持
ち
、
こ
れ
か
ら
社

会
人
と
し
て
一
日
一
日
を
大
切
に

し
て
い
き
た
い
。
」
と
謝
辞
を
述
べ

ま
し
た
。

　
式
典
後
は
立
食
式
の
テ
ィ
ー
パ

ー
テ
ィ
ー
で
、
ト
ワ
イ
ラ
イ
ト
エ

ク
ス
プ
レ
ス
の
演
奏
を
聴
き
な
が

ら
、
友
人
た
ち
と
談
笑
し
た
り
、

記
念
撮
影
を
し
た
り
し
て
過
ご
し

ま
し
た
。

　
新
成
人
の
皆
さ
ん
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
生
涯
学
習
課

　
蕁
６
３
―

３
３
９
４

平成２８年平成２８年

成
人
式

成
人
式

新成人を代表して記念品の贈呈を受ける小島里沙さん

新成人を代表してあいさつを行う森意さん
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第
四
回
（
十
二
月
）
定
例
会
日
程

１２
月
８
日
（
火
）
本
会
議
�

開
会
、
議
案
上
程

�

�

提
案
理
由
の
説
明

�

９
日
（
水
）
休
　
会
�

議
案
等
精
査

�

１０
日
（
木
）
休
　
会
�

議
案
等
精
査

�

１１
日
（
金
）
休
　
会
�

議
案
等
精
査

�

１２
日
（
土
）
休
　
会

�

１３
日
（
日
）
休
　
会

�

１４
日
（
月
）
本
会
議
�

一
般
質
問

�

１５
日
（
火
）
本
会
議
�

議
案
質
疑

�

１６
日
（
水
）
休
　
会
�

委
員
会
審
査

�

１７
日
（
木
）
休
　
会
�

委
員
会
審
査

�

１８
日
（
金
）
休
　
会

�

１９
日
（
土
）
休
　
会

�

２０
日
（
日
）
休
　
会

�

２１
日
（
月
）
休
　
会
�

委
員
会
審
査

�

２２
日
（
火
）
本
会
議
�

委
員
長
報
告
、
質
疑

�

�

討
論
、
表
決
、
閉
会

　
市
長
か
ら
提
出
さ
れ
た
議
案
は
、

人
事
議
案
一
件
、「
平
成
二
十
七
年

度
一
般
会
計
補
正
予
算
」
な
ど
予

算
議
案
九
件
、「
宿
毛
市
個
人
番
号

の
利
用
及
び
特
定
個
人
情
報
の
提

供
に
関
す
る
条
例
の
制
定
」
な
ど

条
例
議
案
九
件
、「
指
定
管
理
者
の

指
定
」
な
ど
そ
の
他
の
議
案
五
件

の
合
計
二
十
四
議
案
で
、
審
議
の

結
果
、
い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り
同
意
・

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
第
三
回
定
例
会
で
予
算

決
算
常
任
委
員
会
に
付
託
し
、
継

続
審
査
と
な
っ
て
い
た
各
決
算
認

定
議
案
に
つ
い
て
は
、
改
善
す
べ

き
事
項
に
つ
い
て
意
見
を
付
し
た

う
え
で
い
ず
れ
も
認
定
さ
れ
ま
し

た
。

　
十
四
日
に
は
市
政
に
対
す
る
一

般
質
問
が
行
わ
れ
四
人
の
議
員
が

質
問
に
た
ち
、
ま
た
、
十
五
日
に

は
議
案
に
対
す
る
質
疑
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
皆
さ
ん
か
ら
提
出
さ
れ
た
陳
情

は
「
森
林
・
林
業
政
策
の
推
進
を

求
め
る
意
見
書
採
択
及
び
森
林
・

林
業
・
林
産
業
活
性
化
議
員
連
盟

の
組
織
強
化
に
向
け
た
陳
情
」
な

ど
二
件
が
審
議
さ
れ
、
一
件
が
採

択
、
一
件
が
不
採
択
と
な
り
ま
し

た
。
ま
た
、
議
会
最
終
日
に
は
議

員
か
ら
「
四
国
横
断
自
動
車
道
の

早
期
延
伸
を
求
め
る
意
見
書
」
が

提
出
さ
れ
、
審
議
の
結
果
、
原
案

ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

◎
一
般
会
計
（
議
案
第
二
号
）

　
今
回
の
補
正
予
算
は
、
総
額
で

二
億
五
千
八
百
四
十
七
万
円
が
増

額
補
正
さ
れ
、
累
計
で
百
十
四
億

五
千
九
百
九
十
万
七
千
円
と
な
り

ま
し
た
。

（
歳
出
の
主
な
も
の
）

○
ふ
る
さ
と
納
税
推
進
事
業
業
務

委
託
料

…
…
…
…
三
百
八
十
六
万
四
千
円

○
固
定
資
産
税
の
課
税
誤
り
に
伴

う
過
誤
納
還
付
金

…
…
五
千
七
百
六
十
五
万
三
千
円

○
宿
毛
保
育
園
入
所
児
童
運
営
委

託
料

…
…
二
千
八
百
二
十
九
万
三
千
円

○
大
島
保
育
園
入
所
児
童
運
営
委

託
料

…
…
一
千
三
百
四
十
六
万
六
千
円

○
子
ど
も
の
た
め
の
教
育
・
保
育

給
付
費
負
担
金

…
…
…
五
千
五
百
十
二
万
一
千
円

○
総
合
運
動
公
園
運
動
施
設
整
備

工
事
費

…
…
…
…
…
…
三
千
五
百
一
万
円

○
種
子
島
周
辺
漁
業
対
策
事
業
費

補
助
金

…
…
…
…
五
百
六
十
七
万
一
千
円

○
山
奈
分
団
芳
奈
部
詰
所
車
庫
新

築
等
工
事
費

…
…
…
…
…
…
五
百
二
万
二
千
円

○
生
活
保
護
費
の
医
療
扶
助

…
…
…
一
千
百
七
十
三
万
七
千
円

■ 編　集　　議会だより編集委員会　 ■ 発　行　　宿 毛 市 議 会

第80号

　
第
四
回
定
例
会
は
、
平
成
二
十
七
年
十
二
月
八
日
に
開
会
し
、

十
五
日
間
の
会
期
で
十
二
月
二
十
二
日
に
閉
会
し
ま
し
た
。

■
定
例
会
の
概
要
■

議
案
の
主
な
内
容
は
、

　
　
次
の
と
お
り
で
す
。

補
　
正
　
予
　
算
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議
案
番
号

議
決
結
果

件
　
　
　
　
　
　
　
名

同
　
　
意

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
可
決

第
1
号

第
2
号

第
3
号

～
第
10
号

第
11
号

第
12
号

第
13
号

第
14
号

第
15
号

第
16
号

第
17
号

第
18
号

第
19
号

第
20
号

第
21
号

第
22
号

第
23
号

第
24
号

人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦
に
つ
き
意
見
を
求
め

る
こ
と
に
つ
い
て

平
成
二
十
七
年
度
宿
毛
市
一
般
会
計
補
正
予
算
に
つ

い
て

平
成
二
十
七
年
度
各
特
別
会
計
（
国
民
健
康
保
険
事

業
、
へ
き
地
診
療
事
業
、
定
期
船
事
業
、
特
別
養
護

老
人
ホ
ー
ム
、
学
校
給
食
事
業
、
介
護
保
険
事
業
、

給
与
等
集
中
処
理
）
並
び
に
水
道
事
業
会
計
補
正
予

算
に
つ
い
て

宿
毛
市
個
人
番
号
の
利
用
及
び
特
定
個
人
情
報
の
提

供
に
関
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

宿
毛
市
い
じ
め
問
題
対
策
連
絡
協
議
会
等
設
置
条
例

の
制
定
に
つ
い
て

宿
毛
市
職
員
定
数
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

に
つ
い
て

宿
毛
市
特
別
職
の
職
員
の
給
与
並
び
に
旅
費
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

宿
毛
市
税
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い

て宿
毛
市
墓
地
公
園
管
理
基
金
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
に
つ
い
て

宿
毛
市
立
保
育
所
設
置
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
に
つ
い
て

宿
毛
市
国
民
健
康
保
険
高
額
療
養
費
貸
付
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

宿
毛
市
介
護
保
険
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に

つ
い
て

幡
多
広
域
市
町
村
圏
事
務
組
合
の
共
同
処
理
す
る
事

務
の
変
更
及
び
幡
多
広
域
市
町
村
圏
事
務
組
合
規
約

の
一
部
変
更
に
つ
い
て

指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

辺
地
に
係
る
公
共
的
施
設
の
総
合
整
備
計
画
の
変
更

に
つ
い
て

▼ 

提
出
さ
れ
た
議
案
等 

▲

番
　
号

議
決
結
果

件
　
　
　
　
　
　
　
名

不
　

採
　

択

採
　
　
択

第
3
号

第
6
号

国
の
教
育
予
算
を
増
や
し
て
「
高
校
無
償
化
」
を
復

活
し
、
給
付
制
奨
学
金
の
確
立
を
求
め
る
意
見
書
の

提
出
に
つ
い
て

「
森
林
・
林
業
政
策
の
推
進
を
求
め
る
意
見
書
」
採

択
及
び
「
森
林
・
林
業
・
林
産
業
活
性
化
議
員
連
盟
」

の
組
織
強
化
に
向
け
た
陳
情
に
つ
い
て

◎
議
案
第
十
一
号
　
宿
毛
市
個
人

番
号
の
利
用
及
び
特
定
個
人
情

報
の
提
供
に
関
す
る
条
例
の
制

定
に
つ
い
て

　
通
称
「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
法
」

の
規
定
に
基
づ
き
、
社
会
保
障
、

税
、
又
は
防
災
以
外
の
業
務
に

つ
い
て
も
、
条
例
で
定
め
る
こ

と
に
よ
っ
て
個
人
番
号
の
利
用

が
可
能
と
な
る
た
め
、
行
政
事

務
の
効
率
化
及
び
市
民
の
利
便

性
の
向
上
を
図
る
た
め
、
個
人

番
号
の
利
用
及
び
提
供
に
つ
い

て
、
本
条
例
を
制
定
し
よ
う
と

す
る
も
の
で
す
。

◎
議
案
第
十
四
号
　
宿
毛
市
特
別

職
の
職
員
の
給
与
並
び
に
旅
費

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
に
つ
い
て

　
固
定
資
産
税
及
び
国
民
健
康

保
険
税
の
課
税
誤
り
に
対
し
、
職

員
の
管
理
・
監
督
の
最
高
責
任

者
で
あ
る
市
長
及
び
副
市
長
の

責
任
を
明
確
に
す
る
た
め
、
市
長
・

副
市
長
の
給
料
を
、
平
成
二
十

七
年
十
二
月
の
一
ヵ
月
に
つ
い

て
減
給
十
分
の
一
と
し
よ
う
と

す
る
も
の
で
す
。

◎
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

　
地
方
自
治
法
第
二
四
四
条
の

二
第
六
項
の
規
定
に
よ
り
議
会

の
議
決
を
求
め
る
も
の
で
す
。

●
議
案
第
二
十
一
号
は
「
蛍
湖
ゴ

ル
フ
パ
ー
ク
」
の
指
定
管
理
者
と

し
て
平
成
二
十
八
年
四
月
一
日
か

ら
平
成
三
十
一
年
三
月
三
十
一
日

ま
で
の
間
、「
株
式
会
社
す
く
も
グ

リ
ー
ン
企
画
」
を
指
定
す
る
こ
と
。

●
議
案
第
二
十
二
号
は
「
国
民
宿

舎
椰
子
」
の
指
定
管
理
者
と
し
て

平
成
二
十
八
年
四
月
一
日
か
ら
平

成
三
十
三
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

の
間
、「
株
式
会
社
ピ
ア
ー
サ
ー
テ

ィ
ー
」
を
指
定
す
る
こ
と
。

●
議
案
第
二
十
三
号
は
「
宿
毛
市

観
光
セ
ン
タ
ー
」
の
指
定
管
理
者

と
し
て
平
成
二
十
八
年
四
月
一
日

か
ら
平
成
三
十
三
年
三
月
三
十
一

日
ま
で
の
間
、「
一
般
社
団
法
人
宿

毛
市
観
光
協
会
」
を
指
定
す
る
こ

と
。

※
な
お
、
賛
否
の
分
か
れ
た
案
件

に
つ
い
て
は
、

１５
ペ
ー
ジ
に
掲
載

し
て
い
ま
す
。

条
　
　
例

そ 

　
の
　 

他

▼ 

陳
　
　
情 

▲

　
皆
さ
ん
か
ら
提
出
さ
れ
た
陳
情
は
、
所
管
の
委
員
会
に
付

託
さ
れ
、
審
査
の
結
果
、
次
の
と
お
り
決
定
し
ま
し
た
。
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⑫

A
　
海
上
自
衛
隊
誘
致
に
つ
い
て
、

議
会
で
デ
マ
と
思
し
き
も
の
は
、

執
行
部
で
市
民
に
誤
解
の
な
い
よ

う
に
努
め
る
必
要
が
あ
る
と
思
う

が
如
何
か
。

B
　
根
拠
の
な
い
デ
マ
等
に
基
づ

く
発
言
が
あ
れ
ば
議
会
で
適
切
に

対
応
さ
れ
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

A
　
海
底
資
源
関
連
で
の
誘
致
に

つ
い
て
の
検
討
は
進
捗
が
あ
っ
た

か
問
う
。

B
　
未
だ
下
調
べ
程
度
で
あ
り
、

新
市
長
に
繋
ぐ
。

A
　
取
り
組
む
姿
勢
を
問
う
。

B
　
県
の
選
管
に
協
力
し
、
機
材

や
職
員
の
派
遣
等
を
行
っ
て
い
る
。

普
及
に
は
継
続
性
が
必
要
で
あ
り
、

今
後
は
小
中
学
校
も
対
象
と
し
た

い
。
選
挙
離
れ
が
あ
る
と
い
わ
れ

て
い
る
二
十
代
、
三
十
代
で
の
選

挙
や
政
治
へ
の
参
加
の
足
掛
か
り

と
な
る
こ
と
も
期
待
を
込
め
研
究

し
て
い
く
。

A
　
当
初
計
画
が
終
了
す
る
が
今

後
の
方
針
を
問
う
。

B
　
義
務
教
育
の
九
年
間
で
子
供

達
が
夢
や
希
望
に
向
か
い
羽
ば
た

く
人
間
形
成
が
大
き
な
目
的
で
あ
り
、

今
後
も
キ
ャ
リ
ア
教
育
を
宿
毛
市

の
教
育
の
柱
と
し
て
取
り
組
む
。

A
　
読
書
が
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
原

点
と
思
う
が
、
小
野
梓
の
父
親
の

遺
言
の
一
つ
「
お
前
は
書
を
活
用

す
る
人
と
な
れ
よ
、
書
を
読
む
人

と
な
る
な
」
の
活
用
と
は
追
体
験
し
、

経
験
則
と
し
て
行
動
に
生
か
す
こ
と
、

「
知
行
合
一
」
と
思
う
が
、
読
書
教

育
の
今
後
の
取
り
組
み
を
問
う
。

B
　
読
書
は
集
中
力
、
想
像
力
、

理
解
力
を
高
め
学
力
の
向
上
に
つ

な
が
る
も
の
と
考
え
て
お
り
、
大

い
に
推
進
し
て
い
く
。

A
　
我
国
は
日
英
同
盟
に
基
づ
き
、

一
次
大
戦
時
に
青
島
の
独
軍
を
攻

略
し
た
の
が
集
団
的
自
衛
権
の
行

使
の
歴
史
で
あ
る
が
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
占

領
下
で
制
定
さ
れ
た
現
憲
法
下
で

調
印
し
た
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
平

和
条
約
を
読
ま
れ
た
か
問
う
。

B
　
同
条
約
五
条
に
、
我
国
は
個

別
的
ま
た
は
集
団
的
自
衛
の
固
有

の
権
利
を
有
す
る
と
の
条
文
は
認

識
し
て
い
る
。

A
　
防
衛
白
書
の
説
明
を
受
け
、
市

長
と
し
て
何
を
市
民
に
伝
え
た
い

か
問
う
。

B
　
我
国
周
辺
だ
け
で
な
く
、
世

界
中
で
緊
張
関
係
が
ま
す
ま
す
高

ま
る
中
で
、
国
際
社
会
の
中
で
責

任
あ
る
立
場
と
し
て
、
平
和
外
交

と
武
力
攻
撃
に
対
す
る
自
衛
隊
及

び
日
米
同
盟
の
二
つ
の
抑
止
力
が

バ
ラ
ン
ス
よ
く
働
く
必
要
が
あ
る

と
感
じ
て
お
り
、
市
民
に
は
情
勢

や
安
全
法
制
の
内
容
等
に
つ
い
て

正
確
な
情
報
を
提
供
し
て
い
く
こ

と
が
重
要
と
考
え
て
い
る
。

A
　
我
国
の
安
全
保
障
の
根
底
は

力
の
空
白
を
つ
く
ら
な
い
こ
と
が

肝
要
で
あ
り
、
そ
こ
に
宿
毛
が
寄

与
で
き
れ
ば
と
い
う
観
点
で
質
問

を
続
け
る
が
、
防
衛
施
設
周
辺
の

生
活
環
境
の
整
備
等
に
関
す
る
法

律
を
ご
存
じ
か
問
う
。

B
　
施
設
周
辺
の
生
活
環
境
整
備

の
た
め
の
様
々
な
制
度
を
定
め
た

法
と
認
識
し
て
い
る
。

　
第
四
回
（
十
二
月
）
定
例
会
の
一
般
質
問
は
、
十
二
月
十

四
日
に
四
人
の
議
員
か
ら
市
政
全
般
に
つ
い
て
質
問
が
あ

り
ま
し
た
。

　
主
な
内
容
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

誘
致
活
動
に
つ
い
て

十
八
歳
か
ら
の

選
挙
人
教
育
に
つ
い
て

キ
ャ
リ
ア
教
育
に
つ
い
て

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
に

つ
い
て
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A
　
制
度
の
概
要
・
シ
ス
テ
ム
の

準
備
状
況
に
つ
い
て
問
う
。

B
　
複
数
の
機
関
に
あ
る
個
人
情

報
を
、
同
一
人
の
情
報
で
あ
る
こ

と
の
確
認
を
行
い
社
会
保
障
・
税

制
度
の
効
率
性
、
透
明
性
を
高
め

公
平
、
公
正
な
社
会
の
基
盤
整
備

を
目
的
と
す
る
。

　
市
の
業
務
に
お
い
て
の
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
利
用
事
務
は
、
後
期
高
齢

者
医
療
に
関
す
る
事
務
、
税
の
申

告
に
関
す
る
事
務
、
児
童
手
当
、

生
活
保
護
等
各
種
福
祉
サ
ー
ビ
ス

に
関
す
る
事
務
、
介
護
サ
ー
ビ
ス

に
関
す
る
事
務
、
市
営
住
宅
に
関

す
る
事
務
等
と
な
っ
て
い
る
。

　
職
員
の
研
修
等
は
特
に
行
っ
て

い
な
い
が
、
制
度
の
導
入
に
当
た

っ
て
は
、
関
係
各
課
と
共
通
認
識

を
持
ち
な
が
ら
、
総
務
課
で
と
り

ま
と
め
て
、
シ
ス
テ
ム
の
導
入
に

取
り
組
ん
で
い
る
。

A
　
制
度
の
メ
リ
ッ
ト
及
び
課
題

を
問
う
。

B
　
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
は
、
①
よ

り
正
確
な
所
得
把
握
が
可
能
と
な

り
、
社
会
保
障
分
野
や
税
分
野
で

の
給
付
と
負
担
の
公
平
性
が
図
ら

れ
る
。
②
真
に
手
を
さ
し
述
べ
る

べ
き
個
人
の
特
定
を
確
実
か
つ
迅

速
に
行
う
こ
と
が
可
能
と
な
る
。

③
災
害
時
の
被
災
者
を
特
定
し
、

積
極
的
な
支
援
に
も
活
用
で
き
る
。

④
社
会
保
障
分
野
や
税
分
野
に
係

る
各
種
行
政
事
務
の
効
率
化
が
図

ら
れ
る
。
⑤
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
活
用
に
よ
り
添
付
書
類
が
不
要

と
な
り
、
住
民
の
利
便
性
が
向
上

す
る
。
⑥
住
民
一
人
ひ
と
り
に
合

っ
た
サ
ー
ビ
ス
を
、
行
政
機
関
な

ど
か
ら
お
知
ら
せ
す
る
等
、
プ
ッ

シ
ュ
型
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
も
可
能

と
な
る
。

　
課
題
に
つ
い
て
は
、
国
の
動
向
、

方
針
を
踏
ま
え
た
窓
口
業
務
や
、

不
正
使
用
を
防
止
す
る
た
め
の
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
の
強
化
等
が
あ
る
。

こ
の
課
題
解
決
の
た
め
に
、
市
民

の
皆
様
の
不
安
を
取
り
除
く
た
め

の
広
報
を
必
要
に
応
じ
て
行
っ
て

い
く
。

A
　
本
市
の
地
方
総
合
戦
略
に
お

け
る
議
会
の
役
割
に
つ
い
て
問
う
。

B
　
地
方
議
会
に
お
い
て
も
、
総

合
戦
略
の
策
定
に
当
た
っ
て
は
、

議
決
を
経
る
こ
と
を
求
め
る
も
の

で
は
な
い
が
、
積
極
的
に
意
見
を

い
た
だ
き
、
総
合
戦
略
に
反
映
で

き
る
よ
う
努
め
る
こ
と
が
望
ま
れ

る
と
な
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
こ

と
か
ら
、
政
策
審
議
会
に
諮
問
を

し
、
市
議
会
九
月
定
例
会
の
議
員

協
議
会
に
お
い
て
意
見
を
い
た
だ

い
た
。

A
　
宿
毛
市
公
共
交
通
再
編
調
査

事
業
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
問
う
。

B
　
九
月
か
ら
十
月
に
か
け
て
、
委

託
業
者
と
担
当
課
職
員
が
橋
上
地

区
と
小
筑
紫
地
域
の
一
部
、
計
十

四
地
区
を
訪
問
し
、
地
域
の
移
動

手
段
の
状
況
、
要
望
な
ど
、
意
見

交
換
を
行
い
、
又
、
高
齢
者
等
へ

も
戸
別
訪
問
を
行
っ
て
、
意
見
聴

取
を
行
っ
て
い
る
。
現
在
、
地
域

の
方
々
が
利
用
し
や
す
く
、
持
続

可
能
な
交
通
体
系
を
検
討
し
て
お

り
、
十
二
月
末
を
め
ど
に
、
望
ま

し
い
交
通
体
系
の
素
案
が
提
出
さ

れ
る
。

A
　
九
月
議
会
の
一
般
質
問
に
お

い
て
、
福
祉
医
療
助
成
制
度
に
対

す
る
国
庫
負
担
金
の
減
額
分
を
一

般
会
計
か
ら
繰
り
入
れ
る
こ
と
を

問
う
た
と
こ
ろ
、
市
長
は
今
年
中

に
国
民
健
康
保
険
運
営
協
議
会
に

諮
問
し
、
そ
の
答
申
を
踏
ま
え
る

中
で
検
討
し
て
い
く
と
の
答
弁
で

あ
っ
た
が
、
十
二
月
補
正
予
算
に

は
一
円
も
計
上
さ
れ
て
い
な
い
。

　
運
営
協
議
会
か
ら
は
ど
の
よ
う

な
答
申
が
さ
れ
た
の
か
問
う
。

B
　
本
年
十
一
月
五
日
に
運
営
協

議
会
を
開
催
し
、
宿
毛
市
国
民
健

康
保
険
高
額
療
養
費
貸
付
条
例
の

一
部
改
正
及
び
一
般
会
計
か
ら
の

繰
り
入
れ
に
つ
い
て
諮
問
を
行
っ
た
。

　
そ
の
結
果
、
宿
毛
市
国
民
健
康

保
険
高
額
療
養
費
貸
付
条
例
の
一

部
改
正
に
つ
い
て
は
、
国
保
の
財

源
不
足
及
び
利
用
件
数
の
減
少
に

よ
り
、
当
該
基
金
の
額
を
二
百
万

円
に
改
正
す
る
こ
と
が
適
当
で
あ

る
事
、
一
般
会
計
か
ら
の
繰
り
入

れ
に
つ
い
て
は
、
国
保
基
金
残
高

は
五
百
万
円
と
大
変
緊
迫
し
た
状

況
で
あ
り
、
市
財
政
も
厳
し
い
と

推
察
さ
れ
る
が
、
国
保
の
財
源
確

保
の
必
要
性
を
考
慮
し
、
地
方
単

独
事
業
の
影
響
額
を
平
成
二
十
年

度
に
さ
か
の
ぼ
っ
て
一
般
会
計
か

ら
繰
り
入
れ
る
こ
と
が
適
当
で
あ

る
と
の
答
申
を
い
た
だ
い
た
。

A
　
答
申
は
二
点
あ
り
、
一
点
目

の
高
額
貸
付
基
金
は
今
議
会
に
条

例
改
正
と
合
わ
せ
て
八
百
万
円
の

予
算
が
計
上
さ
れ
て
い
る
が
、
二

点
目
の
一
般
会
計
か
ら
の
繰
り
入

れ
に
つ
い
て
予
算
計
上
し
て
い
な

い
の
は
ど
の
様
な
理
由
か
問
う
。

B
　
予
算
編
成
に
当
た
っ
て
は
、
よ

り
緊
急
性
の
高
い
事
業
に
対
し
予

算
を
計
上
し
て
い
る
。

　
こ
の
た
び
の
国
民
健
康
保
険
高

額
療
養
費
貸
付
条
例
の
改
正
と
予

算
措
置
に
つ
い
て
は
、
昭
和
五
十

七
年
度
よ
り
国
保
の
被
保
険
者
で

高
額
療
養
費
支
給
の
対
象
と
な
る

一
部
負
担
金
の
支
払
い
が
困
難
な

方
に
費
用
の
全
額
、
又
は
一
部
を

貸
し
付
け
る
条
例
を
制
定
し
、
貸

付
基
金
と
し
て
一
千
万
円
を
設
置

し
貸
付
を
行
っ
て
き
た
。
し
か
し

近
年
、
限
度
額
適
用
認
定
証
が
定

着
し
た
こ
と
等
に
よ
り
年
間
の
利

用
が
二
件
、
本
年
度
に
お
い
て
は

現
在
利
用
が
な
い
状
況
の
な
か

で
、
貸
付
基
金
を
一
千
万
円
か
ら

二
百
万
円
に
減
額
し
、
不
要
と
な

っ
た
八
百
万
円
を
国
保
特
別
会
計

に
繰
り
入
れ
す
る
補
正
予
算
を
計

上
し
て
い
る
。

　
一
方
、
地
方
単
独
事
業
の
影
響

額
に
つ
い
て
予
算
計
上
さ
れ
て
い

な
い
の
は
、
厳
し
い
財
政
状
況
も

鑑
み
、
三
月
補
正
予
算
時
点
で
の

財
源
不
足
を
推
計
し
、
そ
の
不
足

ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と

総
合
戦
略
に
つ
い
て

公
共
交
通
確
保
に
つ
い
て

国
保
財
源
に
つ
い
て
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額
相
当
に
つ
い
て
一
般
会
計
か
ら

国
保
特
別
会
計
へ
繰
り
入
れ
る
見

込
み
で
あ
る
。
県
へ
移
行
す
る
平

成
三
十
年
度
ま
で
に
地
方
単
独
事

業
の
影
響
額
を
全
額
繰
り
入
れ
る

こ
と
に
よ
り
、
財
源
不
足
に
対
す

る
リ
ス
ク
分
散
を
図
っ
て
い
く
。

　
こ
の
答
申
に
対
す
る
予
算
措
置
は
、

次
期
市
長
に
責
任
を
持
っ
て
引
き

継
ぎ
を
行
う
。

A
　
四
年
間
の
総
括
に
つ
い
て
、

ど
の
よ
う
に
評
価
し
て
い
る
の
か
、

ま
た
、
心
残
り
に
な
る
こ
と
は
な

い
か
に
つ
い
て
問
う
。

B
　
市
長
就
任
当
初
か
ら
、
市
政

に
対
す
る
基
本
姿
勢
と
し
て
、
市

民
の
目
線
に
立
っ
た
公
平
公
正
な

行
政
、
市
民
多
数
が
納
得
す
る
行

政
を
貫
く
中
で
、
市
民
の
市
政
運

営
へ
の
信
頼
を
高
め
、
協
力
し
、
助

け
合
う
宿
毛
市
づ
く
り
を
目
指
し

て
取
り
組
ん
で
き
た
し
、
市
民
か

ら
も
そ
う
し
た
評
価
を
い
た
だ
い

て
い
る
と
思
っ
て
い
る
。

　
た
だ
、
本
市
の
重
要
課
題
で
あ

る
人
口
減
少
の
流
れ
を
止
め
る
に

は
至
ら
な
か
っ
た
。

　
本
年
度
、
「
宿
毛
市
ま
ち
・
ひ

と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」
を

策
定
し
た
の
で
、
こ
れ
ま
で
進
め

て
き
た
事
業
を
総
括
し
な
が
ら
市

民
と
と
も
に
す
ば
ら
し
い
市
政
を

育
成
し
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
る
。

A
　
市
職
員
に
対
し
て
、
伝
え
た

い
思
い
に
つ
い
て
問
う
。

B
　
こ
の
四
年
間
、
行
政
課
題
の

解
決
に
向
け
、
と
も
に
取
り
組
み
、

支
え
て
い
た
だ
い
た
こ
と
に
心
か

ら
感
謝
を
し
て
い
る
。

　
来
年
度
か
ら
は
、
人
事
評
価
制

度
が
始
ま
る
。
一
人
一
人
が
自
分

の
目
標
を
も
っ
て
、
職
務
に
精
励

し
て
い
た
だ
き
た
い
。

A
　
新
市
長
に
対
し
て
、
先
輩
市

長
と
し
て
伝
え
た
い
こ
と
は
な
い

か
問
う
。

B
　
宿
毛
市
の
将
来
、
十
年
先
二

十
年
先
を
作
っ
て
い
く
に
は
、
近

隣
市
町
村
と
の
信
頼
関
係
が
非
常

に
大
事
だ
と
思
っ
て
い
る
。
人
と

し
て
の
つ
な
が
り
を
、
き
ち
っ
と

温
か
く
育
ん
で
い
く
行
政
を
続
け

て
い
っ
て
欲
し
い
と
思
っ
て
い
る
。

　
職
員
た
ち
の
先
頭
に
立
つ
意
気

込
み
で
、
若
い
力
を
発
揮
し
て
、

こ
れ
か
ら
の
宿
毛
市
を
つ
く
っ
て

い
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
議
員
よ
り
提
出
さ
れ
た
次
の
意

見
書
を
原
案
の
と
お
り
可
決
し
、

関
係
行
政
機
関
に
提
出
し
ま
し
た
。

◎
四
国
横
断
自
動
車
道
の
早
期
延

伸
を
求
め
る
意
見
書
（
抜
粋
）

　
現
在
、
我
が
国
は
、
人
口
急
減
・

超
高
齢
化
と
い
う
、
こ
れ
ま
で
経

験
し
た
こ
と
の
な
い
大
き
な
課
題

に
直
面
し
て
い
る
。

　
こ
の
課
題
を
克
服
し
、
自
律
的

で
持
続
的
な
地
方
を
創
生
し
て
い

く
た
め
に
は
、
産
業
を
活
性
化
し
、

安
定
し
た
雇
用
を
創
出
す
る
と
と

も
に
、
安
全
・
安
心
な
暮
ら
し
を

守
る
こ
と
で
、
人
口
流
出
を
抑
制

し
つ
つ
、「
地
方
へ
の
新
し
い
人
の

流
れ
を
つ
く
る
」
こ
と
が
不
可
欠

で
あ
る
。

　
四
国
西
南
部
の
幡
多
地
域
六
市

町
村
（
四
万
十
市
・
宿
毛
市
・
土
佐

清
水
市
・
黒
潮
町
・
大
月
町
・
三

原
村
）
に
お
い
て
は
、
四
国
横
断
自

動
車
道
の
延
伸
が
交
流
人
口
や
商

機
の
拡
大
に
つ
な
が
り
、
こ
れ
に

あ
わ
せ
た
地
域
経
済
の
好
循
環
を

生
み
出
す
た
め
の
地
域
資
源
を
活

か
し
た
取
り
組
み
を
進
め
る
こ
と

に
よ
り
徐
々
に
ス
ト
ッ
ク
効
果
が

目
に
見
え
て
現
れ
始
め
て
い
る
。

　
幡
多
地
域
が
位
置
す
る
幡
多
半

島
は
、
日
本
最
後
の
清
流
四
万
十

川
や
足
摺
宇
和
海
国
立
公
園
な
ど

の
雄
大
な
自
然
を
有
し
、
日
本
の

原
風
景
や
豊
か
な
食
の
宝
庫
で
あ

る
こ
と
に
加
え
、
伝
統
あ
る
独
自

の
文
化
が
脈
々
と
受
け
継
が
れ
て

い
る
。
そ
の
一
方
で
、
東
京
と
の

時
間
距
離
が
日
本
で
一
番
遠
い
地

域
と
言
わ
れ
て
お
り
、
観
光
客
誘

致
や
企
業
立
地
等
の
面
で
大
き
な

ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ
を
抱
え
て
い
る
。

今
後
、
幡
多
地
域
の
創
生
、
幡
多

半
島
の
振
興
を
図
る
た
め
に
は
、

こ
れ
ら
の
地
域
資
源
を
最
大
限
活

用
し
、
経
済
の
好
循
環
を
確
か
な

も
の
と
し
、
地
域
の
隅
々
ま
で
し

っ
か
り
と
波
及
さ
せ
る
た
め
に
も
、

四
国
８
の
字
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
し

っ
か
り
と
繋
ぐ
こ
と
が
重
要
と
な

る
。
ま
た
、
幡
多
地
域
は
、
南
海
ト

ラ
フ
地
震
に
よ
る
日
本
最
大
の
津

波
高
が
想
定
さ
れ
て
お
り
、
こ
の

大
規
模
災
害
に
立
ち
向
か
っ
て
い

く
た
め
に
は
避
難
路
や
、
食
料
、

物
資
の
緊
急
輸
送
道
路
と
な
る
「
命

を
守
り
、
繋
げ
て
い
く
」
高
規
格

幹
線
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備

を
最
優
先
に
取
り
組
ま
な
く
て
は

な
ら
な
い
。

　
つ
い
て
は
、
次
の
事
項
に
つ
い

て
強
く
要
望
す
る
。記

一
　
地
域
の
安
全
・
安
心
を
確
保

し
、
国
土
の
強
靭
化
、
地
方
創
生

を
実
現
し
て
い
く
た
め
に
必
要
と

な
る
道
路
整
備
の
予
算
に
つ
い
て

は
そ
の
全
体
枠
を
確
保
す
る
こ
と
。

一
　
四
国
横
断
自
動
車
道
宿
毛
〜

内
海
に
つ
い
て
は
、
計
画
段
階
評

価
を
早
期
に
完
了
す
る
こ
と
。
な
お
、

評
価
に
あ
た
っ
て
は
、
津
波
か
ら

逃
げ
る
緊
急
避
難
路
と
し
て
の
活

用
及
び
防
災
拠
点
港
「
宿
毛
湾
港
」

と
の
連
携
を
十
分
に
考
慮
し
た
ル

ー
ト
と
す
る
こ
と
。

　
平
成
二
十
八
年
第
一
回
臨
時
会

が
一
月
十
三
日
に
開
催
さ
れ
、
専

決
処
分
議
案
一
件
、
人
事
議
案
二

件
の
三
議
案
が
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

　
専
決
処
分
議
案
は
平
成
二
十
八

年
一
月
一
日
に
施
行
さ
れ
る
宿
毛

市
税
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る

も
の
で
あ
り
、
人
事
議
案
は
、
副

市
長
の
選
任
及
び
固
定
資
産
評
価

員
の
選
任
に
つ
き
同
意
を
求
め
る

も
の
で
、
副
市
長
及
び
固
定
資
産

評
価
員
に
現
税
務
課
長
の
岩
本
昌

彦
（
い
わ
も
と
　
ま
さ
ひ
こ
）
氏
を

選
任
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

審
議
の
結
果
、
い
ず
れ
も
全
会
一

致
で
承
認
・
同
意
す
る
こ
と
に
決

し
ま
し
た
。

市
長
の
政
治
姿
勢
に

つ
い
て

■
臨
時
会
の
概
要
■
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可　決

川

田
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子
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○

○

○

○

×

川

村

三

千

代

×

○

○

○

×

○

○

○

×

○

×

○

×

○○

原

田

　

秀

明

山

岡

　

　

力

山

本

　

　

英

闍

倉

　

真

弓

山

上

　

庄

一

山

戸

　

　

寛

野

々

下

昌

文

松

浦

　

英

夫

寺

田

　

公

一

宮

本

　

有

二

饌

田

　

陸

紀

岡

闢

　

利

久

議
　
長

【○：�賛成　×：反対】

各議員の議案に対する賛否の状況
賛否の分かれた案件を記載しています。

◆

◆

◆

◆

◆

◆

◆

　
市
議
会
だ
よ
り
は
紙
面
の
都

合
で
発
言
の
一
部
し
か
掲
載
し

て
い
ま
せ
ん
。

　
詳
し
く
は
「
会
議
録
」
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

　
十
二
月
定
例
会
の
会
議
録
は

三
月
上
旬
に
で
き
る
予
定
で
す
。

　
市
立
坂
本
図
書
館
及
び
各
支

所
並
び
に
宿
毛
市
議
会
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

　
議
会
開
会
中
は
宿
毛
市
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
と
ス
ワ
ン
テ
レ
ビ

で
映
像
中
継
し
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は

過
去
の
議
会
映
像
も
配
信
し
て

い
ま
す
。

　
平
成
二
十
七
年
第
四
回
定
例
会
に
お
い
て
、
次
の
人
事
議
案
を
全
会

一
致
を
も
っ
て
、
同
意
し
ま
し
た
。

○
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦

　
　
　
　
　
曳
　
田
　
留
　
美
　
氏
（
新
任
）

ひ
き

だ

る

み

Ｑ　討論とは。

Ａ　採決の前に、議員はその案件に対して、賛成か反対かの自己の
意見を表明することができます。自己の意見に反対の議員や賛
否の意思を決めかねている議員に対し、自己の意見に賛同する
よう理由を述べます。

★
会
議
録
の

　
　
　
閲
覧
を
★

▼

人
 

事

 

案

 

件

▲

●議会用語Ｑ＆Ａ
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高
知
県
が
募
集
し
た
「
南
海
ト
ラ
フ
地
震
へ
の

備
え
に
関
す
る
ポ
ス
タ
ー
お
よ
び
標
語
コ
ン
ク
ー

ル
」
に
お
い
て
、
実
践
的
防
災
教
育
推
進
事
業
の

実
践
校
で
あ
る
小
筑
紫
小
学
校
の
児
童
が
応
募
し

た
作
品
が
各
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
の
で
ご
紹
介
し

ま
す
。

小
学
校
低
学
年
の
部

●
佳
作

　
小
筑
紫
小
学
校
１
年
　
西
岡
怜
彌
く
ん

　
楠
山
公
園
の
紅
梅
や
白
梅
な
ど
が
見
ご

ろ
を
迎
え
ま
す
。
梅
の
花
祭
り
写
真
コ
ン

テ
ス
ト
や
う
た
詠
み
会
な
ど
の
楽
し
い
イ

ベ
ン
ト
や
、
猪
汁
う
ど
ん
や
鹿
肉
カ
レ
ー

な
ど
、
こ
の
日
限
定
の
山
の
幸
も
楽
し
め

ま
す
。
ま
た
、
今
年
も
高
知
大
学
「
え
ん

む
す
び
隊
」
が
や
っ
て
き
て
、
祭
り
を
盛

り
上
げ
て
く
れ
ま
す
。
一
足
早
い
春
を
楽

し
み
に
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

日
　
時

　
２
月

２１
日

（日）

　
１０
時
〜

１５
時

●
う
た
詠
み
会

　
１０
時
〜

１２
時

　
（
表
彰
式

１４
時
〜
）

●
も
ち
投
げ

 
１４
時
〜

場
　
所

　
橋
上
町
楠
山
　
楠
山
公
園

内
　
容

特
産
品
販
売
（
田
舎
寿
司
、
梅
加
工
品
、

原
木
し
い
た
け
な
ど
）

※
売
り
切
れ
次
第
終
了
で
す
。

主
　
催

　
楠
山
地
区

協
　
賛

　
直
七
生
産
株
式
会
社

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

運
営
ス
タ
ッ
フ
が
不
足
し
て
困
っ
て
い

ま
す
。
お
弁
当
と
、
梅
の
実
引
き
換
え

券
を
差
し
上
げ
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
の

お
力
添
え
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
山
里
の
家

　
蕁
６
４
―

７
０
３
７

「
南
海
ト
ラ
フ
地
震
に
備
え
よ
う
！
」

啓
発
ポ
ス
タ
ー
受
賞

小
学
校
高
学
年
の
部

●
優
秀
賞

　
小
筑
紫
小
学
校
６
年
　
藤
本
彩
女
さ
ん

●
佳
作

　
小
筑
紫
小
学
校
５
年
　
井
上
美
憂
さ
ん

　
全
国
各
地
で
体
験
型
観
光
に
取
り
組
ん

で
い
る
関
係
者
が
一
同
に
会
し
開
催
さ
れ

る
大
会
で
す
。
全
体
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
土
佐

西
南
大
規
模
公
園
体
育
館
で
行
わ
れ
、
そ

の
ほ
か
に
課
題
別
研
究
分
科
会
や
、
体
験

ツ
ア
ー
が
実
施
さ
れ
る
予
定
と
な
っ
て
い

ま
す
。
参
加
費
、
会
場
な
ど
の
詳
細
に
つ

い
て
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

日
　
程
　
３
月

２５
日

（金）
〜

２７
日

（日）

【
問
い
合
わ
せ
先
】

全
国
ほ
ん
も
の
体
験
フ
ォ
ー
ラ
ム

ｉｎ
高

知
実
行
委
員
会
事
務
局

　（
高
知
県
観
光
振
興
部
地
域
観
光
課
内
）

　
蕁
０
８
８
―

８
２
３
―

９
７
０
６

予告

第
１２
回
全
国
ほ
ん
も
の
体

験
フ
ォ
ー
ラ
ム
　
高
知

ｉｎ
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第
５
回
宿
毛
の
歴
史
講
座

　
毎
月
１
回
、
連
続
５
回
の
宿
毛

の
歴
史
講
座
の
最
終
回
で
す
。

　
四
国
で
も
最
大
規
模
の
貝
塚
の

あ
る
宿
毛
市
の
縄
文
時
代
に
つ
い

て
皆
さ
ん
と
一
緒
に
考
え
ま
す
。

日
　
時

　
２
月

２８
日

（日）

　
１３
時

３０
分
〜

１５
時

場
　
所

　
宿
毛
文
教
セ
ン
タ
ー
会
議
室
１

演
　
題

　
『
縄
文
時
代
の
宿
毛
』

担
当
講
師

　
宿
毛
歴
史
館
職
員

※
事
前
申
し
込
み
・
参
加
料
は
、

と
も
に
不
要
で
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
宿
毛
歴
史
館

　
蕁
６
３
―

５
４
９
６

坂
本
図
書
館
長
期
休
館
の

お
知
ら
せ

　
坂
本
図
書
館
で
は
、
資
料
特
別

整
理
な
ど
の
た
め
、
次
の
期
間
を

休
館
と
し
ま
す
。
長
期
休
館
と
な

り
、
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
な
お
、
返
却
ポ
ス
ト
は
通
常
ど

お
り
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

期
　
間

　
３
月
７
日

（月）
〜
３
月

１４
日

（月）

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
坂
本
図
書
館

　
蕁
６
３
―

２
６
５
４

公
民
館
施
設
の
使
用
予
約

受
付
開
始
の
お
知
ら
せ

　
平
成

２８
年
度
も
市
民
の
皆
さ
ん

の
ふ
れ
あ
い
の
場
と
し
て
多
く
の

方
に
ご
利
用
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、

使
用
予
約
の
受
け
付
け
を
次
の
と

お
り
開
始
し
ま
す
。
た
だ
し
、
営

利
目
的
の
事
業
お
よ
び
営
利
事
務
、

特
定
の
政
党
や
宗
教
活
動
に
あ
た

る
場
合
は
使
用
す
る
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
。
ま
た
、
そ
れ
以
外
で
も

使
用
目
的
に
よ
っ
て
は
、
施
設
を

使
用
で
き
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す

の
で
事
前
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

受
付
開
始
日

　
２
月

１５
日

（月）

受
付
時
間

　
８
時

３０
分
〜

１７
時

１５
分

※
夜
間
・
休
日
に
つ
い
て
は
、
仮

受
け
付
け
と
な
り
ま
す
。

申
し
込
み
に
つ
い
て

公
民
館
事
務
室
ま
た
は
電
話
に

て
先
着
順
で
受
け
付
け
し
ま
す
。

な
お
、
申
請
書
の
提
出
お
よ
び

使
用
料
の
納
付
は
４
月
１
日
以

降
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

使
用
期
間

　
平
成

２８
年
４
月
１
日
〜

　
平
成

２９
年
３
月

３１
日

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
】

　
中
央
公
民
館

　
蕁
６
３
―

２
６
１
８

■
も
の
づ
く
り
を
変
え
る
！
３
Ｄ

プ
リ
ン
タ
ー

荒
船
良
孝
　
文
／
田
中
浩
也
　
監
修

岩
崎
書
店

■
大
村
智
も
の
が
た
り

〜
苦
し
い
道
こ
そ
楽
し
い
人
生
〜

馬
場
錬
成
　
著
／
朝
日
新
聞
出
版

　
い
つ
も
新
し
い
こ
と
に
挑
戦
し
、

全
力
を
挙
げ
て
一
生
懸
命
や
っ
て

い
る
と
、
応
援
し
て
く
れ
る
人
も

出
て
き
て
、
い
い
結
果
に
つ
な
が

り
ま
す
―
。
大
村
智
が
ノ
ー
ベ
ル

生
理
学
・
医
学
賞
を
受
賞
す
る
ま

で
の
道
の
り
を
描
く
。
大
村
智
か

ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
も
掲
載
。

■
国
際
紛
争
を
読
み
解
く
五
つ
の

視
座

〜
現
代
世
界
の
「
戦
争
の
構
造
」
〜

篠
田
英
朗
　
著
／
講
談
社

　
も
は
や
主
権
国
家
だ
け
が
ア
ク

タ
ー
で
は
な
い
国
際
社
会
の
冷
厳

な
現
実
を
見
据
え
る
、
醒
め
た
分

析
力
を
や
し
な
う
た
め
の
一
冊
。

現
代
国
際
社
会
の
全
体
動
向
の
な

か
で
紛
争
を
理
解
す
る
た
め
に
、

代
表
的
な
理
論
を
題
材
と
し
て
、

構
造
的
に
武
力
紛
争
の
背
景
を
探

る
。

■
だ
れ
の
も
の
で
も
な
い
岩
鼻
の

灯
台町

田
尚
子
　
絵
／
山
下
明
生
　
文

絵
本
塾
出
版

■
ゆ
う
か
ん
な
猫
ミ
ラ
ン
ダ

エ
レ
ナ
ー
・エ
ス
テ
ィ
ス
　
作

エ
ド
ワ
ー
ド
・
ア
ー
デ
ィ
ゾ
ー
ニ
　
絵

岩
波
書
店

■
め
い
ち
ゃ
ん
の
５
０
０
円
玉

な
か
が
わ
ち
ひ
ろ
　
作
・
絵

ア
リ
ス
館

（
内
容
紹
介
は
、㈱
図
書
館
流
通
セ
ン
タ
ー
Ｔ
Ｒ
Ｃ
Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｃ
よ
り
）

■
安
倍
首
相
ｖ
ｓ
、習
近
平

〜
激
化
す
る
日
中
外
交
戦
争
〜

読
売
新
聞
政
治
部
　
著

新
潮
社

■
女
性
官
僚
と
い
う
生
き
方

村
木
厚
子
・
秋
山
訓
子
　
編

岩
波
書
店

■
超
高
齢
社
会
の
法
律
、
何
が
問
題

な
の
か

樋
口
範
雄
　
著

朝
日
新
聞
出
版

■
司
書
と
先
生
が
つ
く
る
学
校
図
書

館

福
岡
淳
子
　
著

玉
川
大
学
出
版
部

中央公民館 蕁63－2618
宿毛歴史館 蕁63－5496
坂本図書館 蕁63－2654

問い合わせ先



⑱

と
て
も
お
得
な
前
納
制
度
を

ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

【1年度分、6カ月分の前納は口座振替がお得です！】
●国民年金前納割引制度について

１年度分や６カ月分などを前払い（前納）すると、保険料が割引になります。

※平成２７年度保険料（月額１５，５９０円）で試算した額を、参考までに、下の図にお

示ししています。

●口座振替のお申し込み手続きについて

納付書または年金手帳、通帳、金融機関届出印をご持参の上、市役所年金係または幡多

年金事務所、もしくはご希望の金融機関窓口へお申し出ください。

●申込締切日は２月末日です。

●前納の口座振替日は５月２日です。

◎下の図は平成２７年度分の保険料で試算したものです。

前納額、割引額については２月下旬に厚生労働省より公表される予定です。

【国民年金保険料の後納制度】
　「後納制度」とは、すでに２年の時効が経過して納めることができなかった国民年金保

険料について、平成２７年１０月から平成３０年９月までの３年間に限り、過去５年分ま

で納めることができる制度です。

　後納制度を利用することで、年金額が増えたり、納付した期間が不足して年金を受給で

きなかった方が年金受給資格を得られる場合があります。

　詳しくは、国民年金保険料専用ダイヤル（蕁０５７０－０１１－０５０）、または幡多年

金事務所（蕁０８８０－３４－１６１６）へお問い合わせください。

●6カ月前納

●2年前納

3月分（または9月分）が納付されていない場合、
初回の引き落としは、3月分（または9月分）
と6カ月前納分の7カ月となります。

1,060円割引

※4月分～9月分は4月末、10月分～翌年3月分は10月末に
　一括引き落とし

●1年前納

3月分が納付されていない場合、初回の引き
落としは3月分と1年前納分の13カ月となり
ます。

3,920円割引

※4月末に一括引き落とし

3月分が納付されていない場合、初回の引き落としは、3月分と2年前納分の25カ月となります。

15,360円割引

※4月末に一括引き落とし

現金で毎月納付
93,540円

口座振替で前納
92,480円

現金で毎月納付
187,080円

口座振替で前納
183,160円

現金で毎月納付する場合
382,200円
　・27年度保険料　15,590円×12カ月
　・28年度保険料　16,260円×12カ月の計

口座振替で前納
366,840円

日
本
年
金
機
構

幡
多
年
金
事
務
所
に
よ
る

出
張
年
金
相
談

日
　
時

　
２
月

１６
日

（火）

　
１０
時
〜

１５
時（
昼
休
み
を
除
く
）

場
　
所
　
宿
毛
市
役
所

受
　
付
　
市
民
課
年
金
係

受
付
時
間
　
８
時

３０
分
〜

※
相
談
に
は
予
約
が
必
要
で
す
。

事
前
に
年
金
係
ま
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

年
金
相
談
に
必
要
な
も
の

・
年
金
手
帳
や
年
金
証
書

・
定
期
便
の
相
談
で
あ
れ
ば
送

ら
れ
て
き
た
書
類
一
式

・
認
め
印

・
代
理
の
場
合
は
委
任
状
（
家

族
で
あ
っ
て
も
必
要
で
す
）

が
当
日
必
要
と
な
り
ま
す
の

で
、
必
ず
年
金
係
に
お
問
い

合
わ
せ
の
上
、
事
前
に
ご
準

備
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
代
理

人
の
本
人
確
認
が
で
き
る
も

の（
免
許
証
な
ど
）
も
必
要

で
す
。 今

月
の
年
金
相
談

【
問
い
合
わ
せ
先
】

 
市
民
課
年
金
係
　

 
蕁
６
３
―

１
１
１
２
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開催日 行　　　　事　　　　名 時　間 場　　　所 問い合わせ先

6（土）

7（日）

8（月）

10（水）

11（木・祝）

13（土）

14（日）

15（月）

16（火）

18（木）

19（金）

21（日）

25（木）
26（金）

27（土）

28（日）

第30回 中学校バレーボール宿毛大会（～7日）
子どもいけばな教室
第5回 陸上競技講習会（中・高校生）
第41回 宿毛サッカー選手権社会人の部
第4回 宿毛の歴史講座
ふれあい保育
第55回 宿毛市地区長連合会定期総会
第1回 移住者交流ランチ会（女性の部）
夜間市税納付窓口開設日

早稲田大学第14代総長奥島孝康杯争奪
2016早春健全育成ジュニア駅伝大会

お菓子づくり教室

本とあそぼう！おはなし隊 ｉｎ ＳＵＫＵＭＯ

第37回 部落解放文化祭（～14日）

第4回 宿毛市体協ラクーンカップバドミントン大会
ふれあい保育
育児相談
出張年金相談

行政相談「1日行政相談所」

通学路安全の日
あいさつ・声かけ運動日

高知県立宿毛高等学校
　第13回 総合学科発表会

第9回 四国西南小学生駅伝競走大会
第15回 四国西南中学校新人駅伝競走大会

第7回 梅の花祭り

夜間市税納付窓口開設日
第2回 食良くはっぴぃ教室

第2回 宿毛パラダイスカップ
　高知県少年サッカー大会（～28日）

子どもいけばな教室
第14回 梓立祭
休日市税納付窓口開設日

第5回 すくも探健元気ウォークラリー

第10回 ミニフットサル谷本スポーツカップ
第5回 宿毛の歴史講座

総合運動公園　蕁66－1467
中央公民館　蕁63－2618
総合運動公園　蕁66－1467
総合運動公園　蕁66－1467
宿毛歴史館　蕁63－5496
各 保 育 園
総　務　課　蕁63－0948
企　画　課　蕁63－1118
税　務　課　蕁63－1115

総合運動公園　蕁66－1467

中央公民館　蕁63－2618

Ｗｏｒｌｄ  Ｓｍｉｌｅ
090－5910－0989

正和隣保館　蕁63－2254

総合運動公園　蕁66－1467

宿毛幼稚園　蕁63－2914

市　民　課　蕁63－1112

三 本 義 男　蕁63－1800
山岡まゆみ　蕁63－1468

総　務　課　蕁63－0948
青少年育成センター　蕁63－4197

宿毛高等学校　蕁63－2164

総合運動公園　蕁66－1467

山里の家　蕁64－7037

税　務　課　蕁63－1115
保健介護課　蕁63－1113

総合運動公園　蕁66－1467

中央公民館　蕁63－2618
企　画　課　蕁63－1118
税　務　課　蕁63－1115

保健介護課　蕁63－1113

総合運動公園　蕁66－1467
宿毛歴史館　蕁63－5496

宿毛市総合運動公園
宿毛文教センター
宿毛市総合運動公園
宿毛市総合運動公園
宿毛文教センター
市内各保育園
宿毛文教センター
ｅａｔｒｉｅｌ（イートリエル）
市役所税務課

真丁商店街

宿毛文教センター

フジ宿毛店駐車場

正和隣保館、正和児童館

宿毛市総合運動公園

宿毛幼稚園

市役所（市民課で受付）

宿毛文教センター

市内全域
市内全域

宿毛市総合社会福祉センター

宿毛市総合運動公園

楠山公園（橋上町楠山）

市役所税務課
宿毛文教センター

宿毛市総合運動公園

宿毛文教センター
宿毛文教センター
市役所税務課

宿毛文教センター

宿毛市総合運動公園
宿毛文教センター

9：00
10：30
14：00
10：00
13：30

9：30
13：30
12：00
17：15

9：00

9：00

10：00

8：30
10：00
11：00
10：00

13：00

13：30

9：30

10：00

17：15
10：00

10：00

10：30
15：00

9：00

9：00

9：00
13：30

14日09：30～
13日13：00～

２月 ３月
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26・
27

1
・
2
・
7
・
9
・
10・
14・
16・
17・
21・
24・
28 （月）2929

22 納期限

市 役 所 税 務 課 9：00～17：00
月 日 場 　 所 開 設 時 間

休 日 市 税 納 付 窓 口 開 設 日

2
※お昼休みも納付できます。

28（日）

市 役 所 税 務 課
〃

17：15～19：00
〃

月 日 場 　 所 開 設 時 間

夜 間 市 税 納 付 窓 口 開 設 日

2
10（水）
25（木）

宿毛市野球場 今後のキャンプ情報

・2月13日（土）～21日（日）

　獨協大学硬式野球部

・2月22日（月）～29日（月）

　常葉大学浜松キャンパス硬式野球部

・3月3日（木）～17日（木）

　東北学院大学硬式野球部

【問い合わせ先】
　総合運動公園　蕁６６－１４６７後期高齢者医療保険料 8期

国民健康保険税 8期

介 護 保 険 料 8期

平成28年　２月宿毛市行事予定表宿毛市行事予定表宿毛市行事予定表



⑳

無
防
備
な
　
心
に
火
災
が
　
か
く
れ
ん
ぼ

総合事業（要支援1・2、事業対象者）
訪問型サービス、通所型サービス

介護給付（要介護1～5） 介護給付（要介護1～5）

介護予防給付（要支援1・2）
介護予防給付
（要支援1・2）

福祉用具貸与
訪問看護
訪問リハビリなど

訪問介護、通所介護

同　様

同　様

移　行

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
宿
毛
消
防
署

　
蕁
６
３
―
３
１
１
１

　
薨
６
３
―
３
３
９
６

林
野
火
災
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

　
毎
年
、
春
先
に
か
け
て
山
火
事

が
多
発
し
て
い
ま
す
。

　
春
は
落
葉
が
積
も
り
、
下
草
も

枯
れ
て
い
る
上
に
、
降
雨
量
も
少

な
く
、
空
気
が
乾
燥
し
、
季
節
風

が
吹
く
な
ど
林
野
火
災
が
発
生
し

や
す
い
気
象
条
件
が
重
な
る
こ
と

に
加
え
、
春
先
の
火
入
れ
や
、
入

山
者
が
増
え
る
こ
と
に
よ
る
も
の

と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
山
火
事
を
防
ぐ
た
め
に
、
次
の

こ
と
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

○
枯
草
な
ど
の
あ
る
火
災
が
起
こ

り
や
す
い
場
所
で
は
、
た
き
火

は
し
な
い
こ
と
。
　

○
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
や
、
た
き
火
な

ど
火
気
の
使
用
中
は
そ
の
場
を

離
れ
ず
、
使
用
後
は
完
全
に
消

火
す
る
こ
と
。

○
強
風
時
お
よ
び
乾
燥
時
に
は
、

た
き
火
・
火
入
れ
を
し
な
い
。

○
火
入
れ
を
行
う
際
、
許
可
を
必

ず
受
け
る
こ
と
。

○
消
火
用
の
水
や
ス
コ
ッ
プ
な
ど

の
消
火
用
具
を
必
ず
用
意
す
る

こ
と
。

○
た
ば
こ
の
吸
い
殻
は
必
ず
消
す

と
と
も
に
、
投
げ
捨
て
な
い
こ

と
。

○
火
遊
び
は
し
な
い
・
さ
せ
な
い
。

子
ど
も
の
火
遊
び
火
災
を
防
止

し
よ
う

①
ラ
イ
タ
ー
な
ど
は
、
子
ど
も
の

目
に
触
れ
な
い
場
所
、
か
つ
、
手

の
届
か
な
い
場
所
で
厳
重
に
管

理
す
る
。

②
子
ど
も
だ
け
を
残
し
て
の
外
出

は
絶
対
に
し
な
い
よ
う
に
し
、

子
ど
も
に
は
常
に
注
意
を
払
う
。

③
子
ど
も
に
は
幼
児
期
か
ら
火
災

の
怖
さ
や
火
遊
び
の
危
険
性
を

教
え
る
。

④
子
ど
も
の
安
全
を
守
る
た
め
、
子

ど
も
が
簡
単
に
操
作
で
き
な
い

チ
ャ
イ
ル
ド
・
レ
ジ
ス
タ
ン
ス
・

ラ
イ
タ
ー
（
Ｃ
Ｒ
ラ
イ
タ
ー
）
を

使
用
す
る
。

⑤
使
い
終
わ
っ
た
ラ
イ
タ
ー
を
処

分
す
る
際
は
、
中
の
ガ
ス
を
使

い
切
っ
て
か
ら
、
各
自
治
体
が

定
め
る
分
別
方
法
に
従
い
処
分

す
る
。

　2025（平成37）年には、団塊の世代が75歳を迎えるなど少子高齢化が進行していく中、

高齢者が住み慣れた地域で生活を続けられるよう地域全体で支えることを目的として、介護

保険法が改正され「介護予防・日常生活支援総合事業（以下「総合事業」）」の実施が全国

で義務付けられ、本市では、平成28年3月から実施します。

　このことにより、介護が必要にならないように、また、介護が必要な状態になってもそれ

以上悪化しないようにするために提供している要支援1・要支援2の方の介護予防給付のうち、

訪問介護と通所介護（デイサービス）の2つのサービスを全国一律の基準に基づくサービスか

ら、市が実施する総合事業の訪問型サービスと通所型サービスに移行します。（当面の間、

サービス内容の変更はありません）

要支援１・２の方の
介護予防給付の訪問介護と通所介護が

「介護予防・日常生活支援総合事業」に移行します！！

3月開始



広報すくも  2016.2澡

【問い合わせ先】　保健介護課予防係　蕁６３－１１１３

介護予防・日常生活支援総合事業

介護予防・生活支援
サービス事業が利用できます
◯訪問型サービス（ホームヘルプ）

◯通所型サービス（デイサービス）

一般介護予防事業が利用できます

【65歳以上の

　　　　すべての人】

①要介護・要支援認定のない方
②要介護・要支援認定の更新を迎えた方のうち
　右枠の対象者以外
　（訪問リハビリ、福祉用具貸与等利用している方など）
③第2号被保険者（40歳～64歳）

認定更新時に要支援1・2で介護予防訪問
介護、介護予防通所介護のみを利用してい
て、今後も同様のサービスを希望する方

要 介 護（ 要 支 援 ）認 定

要介護
１～５

ケアプラン作成
（現行）

介護給付

要支援
１・２

非該当の人

総合事業
訪問型、通所型サービス
のみ利用の方

ケアプラン作成（現行）

介護予防給付
　（訪問リハビリ、
　　福祉用具貸与など）

※介護の原因となりやすい
　生活機能低下の危険性を
　確認する調査票

基 本 チ ェ ッ ク リ ス ト ※

生活機能の低下が
みられた人

自立した生活が
送れる人

介護予防ケアマネジメント
地域包括支援センターで、本人や家族と
話し合い、ケアプランを作成します

対象…要支援者、事業対象者

サービスの利用の流れ（Ｈ28．3．1から）



澤

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

ひきこもりってどういうことだろう？どう関われば良いだろう？
相談先などを広く知ってもらうとともに、当事者、家族、支援者それぞれの立場で今後に役立つヒントを得る
ことができるよう、ひきこもりを知る会を開催します。気軽にご参加いただける会です。皆さんの参加をお待
ちしています。

日　　時　２月２５日（木）　１３：３０～１６：００

場　　所　四万十市防災センター　２階（駐車場あり）

対 象 者　関心のある方、ひきこもりに悩む方・家族

　　　　　ひきこもり支援をする関係機関職員など

内　　容　ひきこもりの支援に関わる方や当事者・家族の体験談

【問い合わせ先】
　高知県ひきこもり地域支援センター　蕁０８８－８２１－４５０８
　幡多福祉保健所　蕁０８８０－３４－５１２４

ひきこもりを知る会 in 幡多

対　象　者　宿毛市在住の６５歳以上の方

日　　時　２月２６日（金）　１０：００～１４：００

場　　所　宿毛文教センター

　　　　　※希望者には送迎もあります。

内　　容　栄養士による『低栄養に関する講話』と

　　　　　『簡単な調理実習・試食』

参　加　費　無　料

必要物品　エプロン、三角布

定　　員　先着２０名

申込締切　２月１９日（金）

※興味がある方や気になる方はお電話ください。

第2回　食良くはっぴい教室

【問い合わせ先】
　保健介護課予防係　蕁６３－１１１３

低栄養を予防して、自分ら
しくいきいきと生活するた
めに、食事について考えて
みませんか？

第5回　すくも探健元気ウォークラリー

【問い合わせ先】
　保健介護課健康指導係　蕁６３－１１１３　市民課保険係　蕁６３－１１１２

開　催　日　２月２８日（日）

受　　付　９：００～９：２０

集合場所　宿毛文教センター多目的ホール

　今年度最後のウォークラリーです。
　ウォーキングは無理をせずに運動を始める良いきっ
かけとなります。皆さんお誘い合わせてぜひご参加く
ださい。

○申し込み、参加費は不要です。雨の場合は、多目的
ホールで運動を行います。

　また、自己の責任において体調を管理した上でご参
加ください。

水分は緊急用にしか用意していま
せん。各自で水分のご準備をお願
いします。
日ごろ、服薬されている方はお忘
れなく！！
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..........................................................

この機会に必要な予防接種をすませ、病気を未然に防ぎましょう！
※特に今年の4月に小学校に入学されるお子さんで、麻しん・風しん混合予防接種第2期をまだ受けていない方
は、ぜひこの機会に受けましょう。
※麻しん・風しん混合予防接種第2期の接種期間は平成28年3月31日までとなっています。
※上記予防接種以外でも、まだ受けていない予防接種がある場合は、早めに接種を受けましょう。
※市外医療機関での予防接種など、詳しいことについては保健介護課までお問い合わせください。

【問い合わせ先】保健介護課　蕁６３－１１１３　薨６３－０４１０

はなちゃんからのお願い！
お父さん、お母さん予防接種はお済みですか？
受け忘れがないかもう一度母子手帳を確認してみてね。

検　　　診

胃 が ん 検 診

胸部レントゲンおよび肺がん検診

大 腸 が ん 検 診

子宮頸がん検診

乳 が ん 検 診

前立腺がん検診

日　　程

１１月２９日（日）

１２月　４日（金）

１２月２日（水）回収分

１２月２２日（火）

１２月２２日（火）

１１月２９日（日）

このページに関する

各種検診の結果について

※ご不明な点がありましたら、宿毛市保健介護課
までお問い合わせください。

　次の検診について、精密検査が必要な方には通
知が完了しています。

【申し込み・問い合わせ先】
　保健介護課　蕁６３－１１１３

3 月 の 保 健 事 業

母子保健

場 　 所 受 付 時 間日

［乳児健康診査］対象児に個人通知します

11（金）
18（金）

09：15～09：45
09：15～09：45

宿毛市総合社会福祉センター
〃

場 　 所 実 施 時 間日

［赤ちゃん広場］

3（木）
17（木）
22（火）

09：30～11：30
09：30～11：30
09：30～11：30

宿 毛 文 教 セ ン タ ー
宿毛市総合社会福祉センター
宿毛東部農村環境改善センター

場 　 所 受 付 時 間日

［1歳6カ月児健康診査］対象児に個人通知します

2（水） 09：15～10：15宿 毛 文 教 セ ン タ ー

成人保健

場 　 所 実 施 時 間日
2（水）
4（金）
7（月）
9（水）
10（木）
14（月）

16（水）

25（金）
28（月）

09：30～11：00
08：30～11：00
09：30～11：00
09：30～11：00
10：00～11：30
13：30～15：00
10：00～11：30
13：00～14：30
08：30～11：00
10：00～11：30

片 島 公 民 館
鵜 来 島 離 島 セ ン タ ー
栄喜漁村交流センター
坂 本 多 目 的 集 会 所
二 ノ 宮 集 会 所
宿毛東部農村環境改善センター
沖の島開発総合センター
弘 瀬 老 人 憩 い の 家
鵜 来 島 離 島 セ ン タ ー
宿 毛 文 教 セ ン タ ー

［健康相談］

健康相談はどこの場所でも受けることができます。
●毎回、血圧測定のほか、ミニ講話、介護予防を目的とした
簡単な体操を実施しますので、健康手帳を持参してください。
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S63 H1 H2 H3 H4 H5 H6 H7 H8 H9 H10 H11 H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26

（千円） （千人）

平成２４年１２月
四万十町中央

ＩＣ開通

平成２３年３月
中土佐ＩＣ開通

平成１４年９月
須崎ＩＣ開通

平成９年１０月
宿毛線運行開始

経常損益 輸送人員（中村線） 輸送人員（宿毛線） 輸送人員（合計）

土佐くろしお鉄道　中村・宿毛線　基金造成額（行政負担額） （千円）

第２次造成 第３次造成 第４次造成

H１７～H２１
（５年）

H２２～H２４
（３年）

H２５～H２９
（５年）
※見込額

計

合　計　額

内
　
訳

高知県負担額

宿毛市負担額

他自治体負担額

６１２，０００

３００，０００

７８，７９０

２３３，２１０

４００，０００

１９９，９９９

５１，８７９

１４８，１２２

１，２００，０００

６００，０００

１３８，６７８

４６１，３２２

２，２１２，０００

１，０９９，９９９

２６９，３４７

８４２，６５４

【
中
村
・
宿
毛
線
を

取
り
巻
く
現
状
】

【
中
村
・
宿
毛
線
を

存
続
す
る
た
め
に
】

　
中
村
線
は
、
開
業
当
時
は
利
用

客
が
多
く
、
開
業
後
の
２
年
間
は

黒
字
を
計
上
し
て
い
ま
し
た
が
、

マ
イ
カ
ー
の
普
及
や
高
速
道
路
の

延
伸
な
ど
に
よ
り
年
々
利
用
客
が

減
少
し
て
い
ま
す
。
現
在
の
利
用

客
数
は
中
村
線
が
開
業
当
時
（
昭
和

６３
年
）
の
半
分
以
下
、
宿
毛
線
は
開

業
当
時
（
平
成
９
年
）
の
６
〜
７
割

程
度
と
な
っ
て
い
ま
す
。
開
業
３

年
目
以
降
は
毎
年
度
赤
字
が
続
き
、

平
成

２６
年
度
は
中
村
・
宿
毛
線
で

約
２
億
２
千
万
円
の
赤
字
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　
高
知
県
と
関
係
市
町
村
（
四
万
十

市
、
宿
毛
市
、
土
佐
清
水
市
、
四

万
十
町
、
大
月
町
、
黒
潮
町
、
三

原
村
）
で
は
中
村
・
宿
毛
線
を
存
続

さ
せ
る
た
め
、
開
業
以
来
４
度
に

わ
た
っ
て
鉄
道
経
営
助
成
基
金
を

積
み
立
て
て
い
ま
す
。
積
み
立
て

な
ど
に
つ
い
て
は
関
係
自
治
体
で

構
成
す
る
「
土
佐
く
ろ
し
お
鉄
道

中
村
・
宿
毛
線
運
営
協
議
会
（
以

下
、「
協
議
会
」
と
い
う
。）
」
で
支

援
方
法
な
ど
を
検
討
し
、
平
成

２５

年
度
か
ら
平
成

２９
年
度
ま
で
の
５

年
間
の
基
金
積
み
立
て
に
つ
い
て
は
、

１０
億
円
計
画
と
し
て
い
ま
し
た
。
し

か
し
、
経
営
収
支
の
悪
化
か
ら
追

加
支
援
の
必
要
が
あ
り
、
協
議
会

で
検
討
し
た
結
果
、
各
自
治
体
の

財
政
が
厳
し
い
中
で
の
積
み
立
て

で
す
が
、
２
億
円
の
追
加
を
行
い
、

合
計

１２
億
円
の
積
立
計
画
へ
と
変

更
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　
今
ま
で
よ
り
も
、
少
し
だ
け
多

く
『
中
村
・
宿
毛
線
』
を
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

　
全
国
各
地
で
路
線
の
廃
止
が
実

施
さ
れ
、
地
域
経
済
・
観
光
・
通

学
・
帰
省
な
ど
多
岐
に
影
響
を
与

え
て
い
ま
す
。
こ
の
中
村
・
宿
毛

線
も
、
こ
の
ま
ま
利
用
者
減
少
が

続
い
て
い
け
ば
、
赤
字
は
膨
ら
み
、

近
い
将
来
、「
路
線
廃
止
」
と
な
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
し
て
、
一

度
路
線
廃
止
さ
れ
た
地
域
に
、
再

び
鉄
道
を
走
ら
せ
る
こ
と
は
困
難

を
極
め
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
地
域

の
努
力
で
よ
う
や
く
開
通
し
た
こ

の
路
線
を
守
る
た
め
に
も
、
少
し

だ
け
多
く
列
車
を
ご
利
用
く
だ
さ

い
。
駐
車
場
を
整
備
し
て
い
る
駅

も
あ
り
ま
す
の
で
、
駅
ま
で
自
家

用
車
で
行
っ
て
、
そ
こ
か
ら
鉄
道

を
利
用
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

旅
行
や
近
隣
市
町
村
で
の
イ
ベ
ン

ト
な
ど
、
列
車
に
乗
る
機
会
を
作

っ
て
『
中
村
・
宿
毛
線
』
を
存
続

さ
せ
ま
し
ょ
う
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

 
企
画
課

　
蕁
６
３
―

１
１
１
８

住民の皆さんが

「列車に１回多く乗る」

ことで、赤字の解消に

つながります。

みんなの力で

『中村・宿毛線』を

存続させましょう。

　
土
佐
く
ろ
し
お
鉄
道
『
中
村
・
宿
毛
線
』
は
、
年
々
利
用
客
が
減
少
し
、
経
営
が
悪
化
し
て
い
ま
す
。

　
幡
多
地
域
の
マ
イ
レ
ー
ル
『
中
村
・
宿
毛
線
』
の
存
続
に
は
地
域
住
民
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
・
ご
協
力
が
不
可
欠
で
す
。

【
自
治
体
か
ら
の
支
援
】

住民１人あたり、

の利用で赤字は
解消されます！

約２，０００円
２億２千 万 円
（ 赤 字 分 ）

÷
１０８，６０７人

（７市 町 村 人口 ）
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